
第六章 近  代 
第九節 災害とその予防 

火

災

の

実

態
第
九
節 

災
害
と
そ
の
予
防 

 

１ 

消 

防 

の 

変 

遷 
 

こ
の
地
方
は
農
家
・
商
家
を
問
わ
ず
、
萱
葺
屋
根
ば
か
り
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
度
火
災
が
発
生
す
る
と
、
い
つ

も
大
火
に
な
る
恐
れ
が
十
分
あ
っ
た
。
特
に
三
月
末
か
ら
五
月
に
か
け
て
の
期
間
は
、
季
節
的
諸
条
件
が
か
さ

な
っ
て
、
火
災
の
発
生
し
易
い
と
き
で
、
過
去
に
於

い
て
幾
度
と
な
く
、
苦
い
経
験
を
積
ん
で
き
た
。
明

治
五
年
以
降
の
も
の
で
、
代
表
的
な
火
災
を
と
り
あ

げ
る
と
、
第

111
表
の
よ
う
に
な
る
。 

こ
れ
で
明
ら
か
な
通
り
、
三
月
か
ら
五
月
に
か
け

て
の
火
災
が
大
火
に
な
る
。
俚
言
に
、
「
泥
棒
は
一

背
負
い
、
火
事
は
柱
ご
と
」
と
い
う
の
が
あ
る
。
空

巣
に
入
ら
れ
て
も
、
被
害
は
背
負
え
る
範
囲
な
の
で

た
い
し
た
こ
と
は
な
い
が
、
火
事
は
家
全
部
を
消
滅

す
る
の
で
恐
ろ
し
い
、
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
事
実

罹
災
地
は
い
つ
の
場
合
も
惨
憺
た
る
も
の
で
、
焼
跡

の
整
理
、
住
宅
の
建
築
を
行
い
な
が
ら
も
、
毎
日
の
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農
作
業
は
欠
か
せ
ず
、
ど
う
に
も
動
き
の
と
れ
な
い
日
々
が
続
く
状
況
か
ら
、
あ
る
と
き
は
心
な
ら
ず
も
悪
事
を
は
た
ら
く
人
も
あ

っ
た
。 

次
に
、
前
掲
の
火
災
の
中
か
ら
、
幾
つ
か
の
実
情
を
述
べ
よ
う
。 

⑴ 

太
兵
衛
火
事
の
場
合 

 

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
四
月
の
火
災
で
あ
る
か
ら
、
消
防
体
制
も
現
在
と
異
な
り
貧
弱
だ
っ
た
と
は
い
え
、
一
二
〇
戸
、
四

八
〇
余
棟
の
火
災
は
大
き
過
ぎ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
火
に
な
る
と
、
親
類
縁
者
だ
け
の
救
援
だ
け
で
は
追
い
つ
か
な
く
な
る
の
は
当

然
で
、
差
し
当
た
っ
て
の
食
糧
な
ど
は
、
隣
村
か
ら
届
け
ら
れ
て
い
る
。
次
は
、
そ
れ
ら
を
語
る
資
料
で
あ
る
。 

 

十
一
年
四
月
五
日
大
火
ニ
付
十
二
、
十
三
小
区
ハ
勿
論
小
出
ヨ
リ
下
第
二
大
区
内
モ
カ
ミ
ノ
今
平
村
ニ
至
迄
加
勢
ニ
来
ル
其
節
松
川
大
水
ナ
リ

ト
雖
速
ニ
来
ル
コ
ト
如
神
也
火
勢
静
ニ
成
哉
否
当
村
ハ
焚
出
シ
ヲ
本
宿
草
木
江

命
手
配
ヲ
至
シ
区
務
所
江

行
此
夜
戸
長
留
主
副
戸
長
方
引
ク
依

テ
予
壱
人
不
眠
而

焚
出
シ
届
等
ヲ
記
載
ス
十
王
村
ヨ
リ
四
俵
半
神
速
明
ケ
前
ニ
送
ル
鮎
貝
村
ヨ
リ
二
十
名
テ
壱
石
ノ
焚
出
シ
来
ル
予
記
載
ス
明

六
日
夕
迄
内
ニ
不
帰
相
勤
候
也
火
元
者
中
町
太
兵
衛
ニ
テ
下
モ
梅
津
伊
三
郎
ニ
行
道
有
中
町
横
町
長
谷
残
ラ
ス
上
町
ハ
大 

ノ
泉
ヤ
ノ

前
迄

ヤ
ネ
ハ
グ

西
ハ
八

幡
社
ノ
口

□兵

ノ
金
太
ノ
ヤ
ネ

前
迄

ハ

グ

出
町
ハ
善
作
ヨ
リ
残
リ
西
ハ
山
形
屋
ヨ
リ
残

次

左

エ

門

ヤ

ネ

ハ

グ

リ
古
今
未
曾
有
之
大
火
也
井
戸
小
屋
雪
隠
小
便
所
之
類
合
計
而

棟
数
八

百
有
余
ト
号
ス
前
顕
之
体
裁
ニ
付
盗
賊
沸
騰
シ
他
ヨ
リ
来
ル
有
且
ツ
焼
失
ノ
仲
間
ニ
テ
悪
心
ノ
人
物
夜
明
迄
他
ノ
器
品
ヲ
運
盗
ス
ル
有
言
語

同
断
ノ
形
勢
也 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

十
王
村
差
配
人 

南 

波 

正
登
記 

  

こ
の
資
料
に
よ
る
と
、
消
火
の
た
め
、
上
は
長
井
か
ら
下
は
西
五
百
川
村
今
平
に
至
る
間
の
消
防
夫
が
、
折
り
か
ら
の
洪
水
を
も

の
と
も
せ
ず
、
迅
速
果
敢
に
馳
せ
つ
け
て
く
れ
た
こ
と
が
分
る
し
、
そ
れ
に
対
す
る
地
元
民
の
感
謝
の
気
持
が
、
「
如
神
也
」
の
一

南
波
家
文
書
、
山
形
大 

学
付
属
郷
土
博
物
館
蔵 
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言
に
集
約
さ
れ
て
い
る
。
罹
災
者
の
う
ち
、
困
窮
者
三
九
戸
が
あ
る
が
、
余
り
に
多
い
の
で
、
そ
の
中
か
ら
極
難
の
者
三
戸
だ
け
に

し
ぼ
っ
て
、
救
助
の
法
を
講
ず
る
こ
と
に
し
た
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。 

 

⑵ 
田
尻
大
火
の
場
合 

 
 

❶
明
治
四
十
一
年
六
月
の
大
火 

 

明
治
四
十
一
年
六
月
八
日
午
後
十
一
時
頃
、
蚕
桑
村
大
字
横
田
尻
（
東
）
の
農
家
か
ら
出
火
、
折
か
ら
の
小
風
に
あ
お
ら
れ
て
次
々

に
燃
え
移
っ
て
い
っ
た
。
横
田
尻
（
東
）
は
南
北
に
一
列
を
な
す
部
落
で
あ
っ
て
、
火
元
が
南
端
近
く
で
あ
っ
た
か
ら
、
南
風
に
の

っ
て
火
は
北
へ
北
へ
と
燃
え
拡
が
り
、
た
ち
ま
ち
に
し
て
本
家
三
三
棟
、
土
蔵
二
九
棟
（
内
二
棟
焼
落
）
、
納
屋
三
一
棟
そ
の
他
二

棟
、
合
計
九
五
棟
を
焼
き
尽
く
し
、
翌
朝
九
日
午
前
一
時
半
頃
鎮
火
し
た
。
丁
度
春
蚕
の
最
盛
期
で
あ
っ
た
の
で
、
桑
置
場
に
置
き

忘
れ
た
提
灯
が
大
事
の
も
と
で
あ
っ
た
。 

 

蚕
桑
村
で
は
緊
急
村
会
を
召
集
し
、
対
応
策
を
協
議
し
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
各
区
長
・
学
校
・
消
防
団
・
青
年
会
な
ど
が

中
心
と
な
っ
て
、
義
援
活
動
や
後
片
付
け
な
ど
に
力
を
尽
く
し
た
。
郡
内
の
各
町
村
も
、
郡
長
の
呼
び
か
け
に
応
じ
、
一
口
一
〇
銭

の
義
援
金
募
集
に
参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
援
助
の
手
を
差
し
の
べ
て
い
る
。
こ
う
し
て
集
ま
っ
た
義
援
金
は
、
第
一
回
目
だ
け
で
四
一

八
円
五
四
銭
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
本
屋
焼
失
者
七
分
、
本
籍
者
に
し
て
借
家
の
も
の
四
分
、
寄
留
者
二
分
の
配
付
歩
合
を
定
め
て

按
分
し
た
。 

 

こ
の
火
災
の
被
害
の
甚
大
な
こ
と
は
前
記
の
通
り
で
あ
る
が
、
被
害
を
こ
れ
程
大
き
く
し
た
原
因
は
水
利
の
不
便
さ
に
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
横
田
尻
の
有
志
が
協
議
の
上
、
村
当
局
に
次
の
請
願
書
を
提
出
し
て
い
る
。 

  
 

 
 

 

請 
 

願 
 

書 
 

 

謹
テ
請
願
仕
候
要
旨
ハ
事
横
田
尻
東
区
ニ
対
ス
ル
重
大
ナ
ル
利
害
関
係
ヲ
有
ス
ル
ヲ
以
テ
左
ノ
二
項
ニ
付
区
会
ノ
決
議
ヲ
経
テ
相
当
ノ
設
備
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相
成
度
候 

 
 

第
一 

田
水
用
ト
シ
テ
西
山
「
カ
レ
イ
」
沢
ノ
疏
水
工
事
ヲ
ナ
ス
コ
ト 

 
 

 

右
ハ
従
来
ノ
堰
ヲ
修
繕
シ
常
時
不
断
人
夫
ヲ
遣
ハ
シ
疏
水
ニ
故
障
ナ
キ
様
掃
除
ス
ル
コ
ト 

 
 

第
二 

火
災
予
防
用
ト
シ
テ
横
田
尻
東
区
内
上
中
下
の
中
央
部
参
ケ
所
ニ
貯
水
池
ヲ
設
ク
ル
コ
ト 

 
 

 

右
ノ
構
造
方
ハ
六
尺
立
方
ニ
シ
テ
松
材
四
方
畳
ミ
上
ニ
シ
テ
上
部
ハ
杉
又
ハ
栗
材
ヲ
用
ヰ
壱
ケ
所
予
算
金
拾
五
円
以
内
ノ
見
積 

 
 

右
二
項
ノ
必
要
ナ
ル
理
由 

第
一
ハ
横
田
尻
東
区
水
利
便
ノ
致
ス
所
田
水
ノ
不
足
ヲ
生
シ
度
々
旱
害
ヲ
被
ム
ル
ヲ
以
テ
田
水
ノ
不
足
ヲ
未
然

ニ
予
防
ス
ル
ニ
ア
ル
事
、
第
二
ハ
横
田
尻
東
区
ハ
村
落
ナ
ル
ニ
モ
係
ハ
ラ
ス
人
家
櫛
比
シ
テ
町
家
ニ
異
ナ
ラ
ス
従
テ
明
治
四
拾
壱
年
六
月
ニ
於

ケ
ル
一
朝
不
慮
ノ
災
害
ニ
罹
ル
場
合
ニ
ハ
区
ノ
全
般
ヲ
挙
ケ
テ
烏
有
ニ
帰
ス
ル
コ
ト
之
ア
ル
ハ
誠
ニ
遺
憾
痛
哭
ノ
極
ニ
有
之
ノ
ミ
ナ
ラ
ス
其

損
害
モ
頗
ル
過
大
ナ
ル
者
ニ
有
之
候
之
レ
カ
予
防
ト
シ
テ
ハ
本
区
ノ
如
キ
水
利
不
便
ナ
ル
所
ニ
ア
リ
テ
ハ
貯
水
池
ヲ
設
ク
ル
ハ
最
モ
必
要
最

モ
急
務
ニ
有
之
候
事
今
ヤ
文
明
ノ
発
達
ト
共
ニ
火
防
ノ
実
其
組
織
完
全
ナ
リ
ト
雖
火
防
夫
ノ
如
何
ニ
勇
猛
ナ
リ
ト
雖
モ
一
朝
水
ナ
キ
ニ
於
テ

ハ
只
施
ス
ル
術
ナ
ク
空
シ
ク
火
勢
ノ
暴
威
ヲ
逞
ス
ル
ノ
止
ム
ナ
キ
ニ
至
ル
之
レ
我
々
区
民
黙
止
ス
ル
能
ハ
ザ
ル
所
ニ
有
之
候
ニ
付
謹
テ
此
ニ

請
願
仕
候
儀
ニ
之
レ
ア
リ
候
条
何
分
ノ
御
詮
議
相
成
度
切
ニ
請
願
仕
候
也 

 
 

 

明
治
四
十
二
年
弐
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

横
田
尻
東
区
請
願
者 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

丸 

川 

源 

蔵 

㊞ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

丸 

川 

熊 

次 

㊞ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

渡 

辺 

吉 

蔵 

㊞ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

馬 

場 

忠
兵
衛 

㊞ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

木 

村 

磯 

次 

㊞ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

丸 

川 

右 

仲 

㊞ 
 

 
 

蚕
桑
村 

村
長 

高 

橋 

利
兵
衛 

殿 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

こ
の
請
願
文
の
中
に
、
「
一
朝
水
ナ
キ
ニ
於
テ
ハ
只
施
ス
ル
術
ナ
ク
空
シ
ク
火
勢
ノ
暴
威
ヲ
逞
ス
ル
ノ
止
ム
ナ
キ
ニ
至
ル
」
と
あ

る
が
、
四
十
一
年
の
大
火
か
ら
受
け
た
強
烈
な
実
感
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
時
の
水
へ
の
執
着
が
人
々
を
動
か
し
、
こ
の
請
願
書
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
村
当
局
が
そ
れ
に
応
え
た
こ
と
は
、
改
め
て
言
う
ま
で
も
あ
る
ま
い
。 

 
 

❷
昭
和
十
五
年
の
大
火 

蚕
桑
村

文 

書
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火

災

予

防

 

蚕
桑
村
横
田
尻
（
東
）
は
、
度
重
な
る
大
火
の
洗
礼
を
受
け
て
い
る
。
南
北
に
走
る
道
路
の
両
側
に
、
大
き
な
萱
屋
根
が
軒
を
連

ね
る
と
い
う
状
態
が
、
大
火
の
一
因
な
の
か
も
知
れ
な
い
。 

 

田
尻
大
火
の
う
ち
、
最
も
被
害
の
大
き
い
の
は
、
昭
和
十
五
年
三
月
の
火
災
で
あ
る
。
南
端
に
近
い
火
元
か
ら
の
火
の
粉
が
、
折

り
か
ら
の
南
の
季
節
風
に
飛
ば
さ
れ
、
数
個
所
に
飛
火
延
焼
し
、
恰
も
数
個
所
か
ら
同
時
に
出
火
し
た
も
同
然
と
な
っ
た
の
で
、
百

数
十
棟
に
及
ぶ
建
物
は
、
ま
た
た
く
間
に
燃
え
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
昭
和
十
五
年
と
言
え
ば
、
東
田
尻
は
所
謂
「
蚕
ど
こ
」
で
、
大

き
な
蚕
室
が
軒
を
並
べ
、
そ
の
偉
容
は
全
国
で
も
珍
ら
し
い
と
ま
で
言
わ
れ
て
い
た
頃
で
あ
る
。
当
時
の
消
防
設
備
は
現
在
程
で
は

な
い
に
し
て
も
、
自
動
車
ポ
ン
プ
、
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
が
整
備
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
運
悪
く
、
当
日
は
そ
れ
ら
の
器
材
は
一
切

使
え
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
使
う
べ
き
消
防
手
が
、
全
員
不
在
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
消
防
手
た
ち
は
、
午
前
中
荒
砥
小
学
校
に
お

け
る
消
防
講
習
会
に
出
席
中
で
、
荒
砥
町
を
含
め
た
一
町
五
ケ
村
の
消
防
手
と
共
に
集
結
し
て
い
た
。
馳
け
つ
け
た
と
き
は
既
に
お

そ
く
、
応
援
に
来
た
ポ
ン
プ
も
、
一
本
道
の
た
め
南
口
、
北
口
で
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
、
殆
ど
の
家
が
、
一
滴
の
水
も

注
が
れ
る
こ
と
な
く
灰
じ
ん
に
帰
し
て
し
ま
っ
た
。 

 

こ
の
大
火
も
悲
惨
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
訓
を
残
し
て
く
れ
、
以
後
の
災
害
対
策
に
生
か
さ
れ
て
い
る
。
一
つ
は
、

消
防
関
係
行
事
の
持
ち
方
に
対
す
る
配
慮
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
道
路
新
設
の
必
要
性
で
、
こ
れ
は
罹
災
後
直
ち
に
実
行
に
移
さ

れ
た
。
田
尻
大
火
に
つ
い
て
は
、
『
蚕
桑
村
郷
土
誌
』
に
詳
し
い
。 

火
災
が
悲
惨
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
十
分
に
承
知
し
て
い
た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

前
述
の
通
り
数
多
く
の
火
災
が
発
生
し
て
い
る
。
人
々
が
何
と
か
し
て
火
事
を
起
こ
す
ま
い
と
心
を
配
っ
て
い

る
隙
を
ね
ら
っ
て
、
災
害
は
や
っ
て
き
た
。 

 

⑴ 

夜 

廻 

り 
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火
災
は
夜
間
が
多
い
。
そ
こ
で
、
人
々
が
寝
静
ま
っ
た
後
の
火
の
用
心
を
す
る
た
め
、
当
番
を
定
め
て
自
分
た
ち
の
部
落
を
巡
回

す
る
の
が
夜
廻
り
で
あ
る
。
ど
こ
の
部
落
に
も
あ
っ
た
、
火
災
予
防
上
の
直
接
的
対
策
で
あ
る
。 

 

夜
廻
り
の
具
体
的
な
方
法
に
な
る
と
、
夫
々
異
な
っ
て
く
る
が
、
一
例
と
し
て
鮎
貝
地
区
の
場
合
を
述
べ
て
み
よ
う
。 

 

鮎
貝
村
大
字
鮎
貝
は
、
四
つ
に
分
け
ら
れ
た
。
八
幡
・
大
町
・
内
町
・
新
町
で
あ
る
。
こ
の
四
つ
の
区
域
を
護
る
た
め
、
大
夜
廻

り
当
番
、
小
廻
り
当
番
、
消
防
当
番
の
三
当
番
が
あ
っ
た
。
大
夜
廻
り
は
四
つ
の
区
域
か
ら
一
人
ず
つ
三
名
、
小
廻
り
は
そ
れ
ぞ
れ

の
区
域
か
ら
順
番
制
で
二
名
、
消
防
当
番
は
消
防
組
全
体
か
ら
二
名
（
法
被

は

っ

ぴ

着
用
）
が
当
っ
た
。 

 

小
廻
り
は
自
分
の
区
域
だ
け
を
廻
る
の
で
、
大
夜
廻
り
と
消
防
当

番
は
別
々
に
巡
回
は
す
る
が
、
小
廻
り
を
監
督
す
る
形
で
あ
っ
た
。

大
町
地
区
の
小
廻
り
当
番
に
は
、
火
の
用
心
と
書
い
た
巾
一
尺
五
寸

（
四
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）
、
長
さ
三
尺
（
九
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）

程
の
旗
と
、
帳
面
と
が
一
緒
に
廻
っ
て
く
る
。
当
番
に
当
る
と
、
寝

頃
（
夜
の
十
頃
）
か
ら
翌
朝
の
三
時
頃
ま
で
一
時
間
お
き
に
巡
回
す

る
。
巡
回
の
途
中
、
測
溝
の
板
橋
を
木
の
杖
で
突
き
鳴
ら
し
て
夜
廻

り
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
と
同
時
に
火
の
用
心
を
呼
び
か
け
、
火

災
発
見
の
と
き
は
、
直
ぐ
半
鐘
を
打
ち
鳴
ら
し
た
。 

 

他
所
で
は
小
廻
り
の
道
具
と
し
て
、
色
々
な
も
の
が
用
い
ら
れ
た
。
荒
砥
で
は
拍
子
木
を
叩
く
と
こ
ろ
、
鉄
棒
に
金
輪
を
つ
け
た

も
の
を
縄
で
引
っ
張
っ
て
歩
く
と
こ
ろ
な
ど
あ
っ
た
。
東
田
尻
は
厚
板
に
金
輪
を
取
り
つ
け
た
も
の
（
ナ
リ
ゴ
と
呼
ぶ
）
を
背
負
い
、

歩
き
な
が
ら
尻
に
打
ち
つ
け
て
音
を
た
て
さ
せ
た
（
第

66
図
）
。
ど
の
用
具
を
使
う
に
し
て
も
、
音
を
た
て
て
注
意
を
喚
起
す
る
点
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は
共
通
し
て
い
る
。 

 
夜
廻
り
に
は
火
災
予
防
の
他
に
、
盗
難
予
防
と
い
う
目
的
を
も
つ
も
の
も
あ
っ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
大
正
八
年
九
月
に
定
め
た

鮎
貝
村
拾
弐
番
組
の
作
物
番
帳
を
見
よ
う
。 

  
 

 
 

 

定 
 

 
 

 

拾
弐
番
組
中 

 
 

夜
番
之
儀
ハ
雨
天
ヲ
除
ノ
外
午
後
六
時
頃
大
略
夕
飯
前
ヨ
リ
左
記
弐
人
宛
壱
組
ト
シ
テ
弐
組
ヲ
当
番
ト
シ
壱
組
ヲ
明
ケ
番
ニ
停
止
シ
壱
組

ハ
警
戒
ニ
勤
メ
交
代
ニ
無
止
時
相
勤
メ
夜
ノ
明
ケ
ル
迄
無
怠
慢
相
勤
メ
可
万
一
盗
人
等
見
届
候
時
ハ
無
猶
予
可
届
出
者
也 

 
 

 

（
組
合
せ
は
省
略
す
る
が
、
五
反
歩
以
上
の
者
、
以
下
の
者
に
分
け
、
以
下
の
者
は
五
分
引
き
に
な
っ
て
い
る
） 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

当
時
盗
難
に
会
う
も
の
は
、
稲
・
桑
な
ど
が
大
き
い
も
の
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
反
別
に
よ
っ
て
出
動
回
数
に
差
が
つ
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
う
し
て
人
々
は
春
か
ら
秋
ま
で
、
自
ら
の
手
で
己
を
守
っ
た
。 

 

⑵ 

古
峯
原
講
、
俗
信 

 

以
上
の
よ
う
に
自
衛
策
は
講
じ
て
も
、
尚
限
度
が
あ
る
こ
と
を
人
々
は
知
っ
て
い
た
。
人
力
の
及
ば
な
い
面
は
、
神
の
力
に
頼
る

よ
り
外
は
な
か
っ
た
。
古
峯
原
講
は
、
そ
う
し
た
人
た
ち
の
集
ま
り
で
あ
る
。 

 

古
峯
原
講
は
、
栃
木
県
鹿
沼
市
の
古
峯
ヶ
原
に
あ
る
古
峯
神
社
を
信
仰
す
る
集
団
で
、
白
鷹
町
の
ど
の
部
落
に
も
あ
り
、
ど
こ
の

家
も
加
入
し
て
い
た
。
毎
年
一
定
金
額
を
積
み
立
て
、
く
じ
で
代
参
人
を
き
め
、
講
中
分
の
お
札
を
受
け
て
き
て
配
り
、
か
ま
ど
の

近
く
に
貼
っ
て
、
火
難
除
け
の
お
守
り
に
し
た
。 

 

こ
う
し
た
民
間
信
仰
の
他
に
、
古
く
か
ら
伝
承
さ
れ
て
き
た
火
災
予
防
の
俗
信
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。 

 

・
二
月
最
初
の
「
み
ず
の
え
た
つ
」
の
日
に
、
東
五
十
川
の
「
宥
日
上
人
産
湯
之
井
」
の
水
を
建
物
に
か
け
る
と
火
事
に
会
わ
な

鮎
貝
村 

文 

書 
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い
。 

 
・
建
物
の
上
棟
式
の
と
き
投
げ
る
銭
を
拾
っ
て
、
自
在
鍵
に
下
げ
て
お
く
と
火
難
を
防
ぐ
。 

 

・
正
月
十
五
日
の
「
だ
ん
ご
の
木
」
は
み
ず
き
な
の
で
火
を
防
ぐ
か
ら
、
だ
ん
ご
の
木
で
「
鍵
」
を
作
っ
て
火
棚
に
下
げ
て
お
く

と
よ
い
。 

 

・
近
所
に
火
災
が
あ
っ
た
ら
、
女
性
の
赤
い
腰
巻
を
広
ろ
げ
、
そ
れ
で
煽
ぐ
と
類
焼
し
な
い
。 

 

・
西
村
山
郡
大
井
沢
か
ら
売
り
に
く
る
牛
の
絵
を
貼
っ
て
お
く
と
、
火
伏
せ
に
な
る
。 

 

人
々
は
こ
う
し
た
俗
信
を
守
っ
て
、
何
と
か
し
て
火
難
か
ら
遁
れ
よ
う
と
努
力
し
た
。
と
同
時
に
、
火
そ
の
も
の
も
恐
れ
、
敬
い
、

毎
朝
囲
炉
裏
に
火
を
お
こ
す
と
き
は
、
塩
を
振
っ
て
清
め
て
か
ら
使
っ
た
し
、
囲
炉
裏
に
は
不
浄
な
も
の
を
く
べ
て
は
い
け
な
い
、

と
厳
重
に
注
意
し
た
。
こ
う
し
て
、
火
に
対
し
て
は
あ
ら
ゆ
る
方
面
か
ら
策
を
講
じ
、
万
々
一
に
も
火
災
に
遭
わ
な
い
よ
う
に
努
力

し
て
き
た
。
し
か
し
、
実
際
に
は
前
述
の
通
り
数
多
く
の
、
し
か
も
大
火
に
見
舞
わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
火
災
が
発
生
し
て
し
ま

え
ば
、
被
害
を
最
小
限
度
に
喰
い
止
め
る
ほ
か
な
い
。
そ
れ
に
は
、
消
防
力
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
次
に
、
白
鷹
町
の
消
防
の
変

遷
を
見
よ
う
。 

 

⑶ 

消 

防 

の 

変 

遷 

 

明
治
二
十
七
年
（
一
八
九
四
）
二
月
、
勅
令
に
よ
っ
て
消
防
組
規
則
が
制
定
さ
れ
た
。
こ
の
規
則
制
定
に
よ
り
、
従
来
の
市
町
村

条
例
に
よ
る
義
勇
消
防
組
の
設
置
は
廃
さ
れ
、
知
事
の
管
掌
と
な
り
、
組
織
・
運
営
が
全
国
的
に
統
一
さ
れ
た
。 

 

こ
の
規
則
に
よ
れ
ば
、
消
防
組
の
設
置
基
準
は
市
町
村
が
単
位
で
、
組
頭
・
小
頭
・
消
防
手
に
よ
っ
て
組
織
さ
れ
、
必
要
経
費
は

市
町
村
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
組
織
の
中
心
で
あ
る
組
頭
・
小
頭
は
、
消
防
手
か
ら
選
ば
れ
る
仕
組
で
、
そ
の
消
防
手

は
十
八
才
以
上
の
男
子
の
中
か
ら
警
察
署
長
が
任
命
す
る
。
消
防
手
の
役
割
基
準
は
、
次
の
通
り
で
あ
る
。 
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纏
持 

一
人 

旗
、
高
張
提
灯
一
人 

 
 

ポ
ン
プ
一
台
に
つ
き 

指
導
者
一
人 

吸
管
持
一
～
二
人 

管
鎗
持
一
～
二
人 

水
管
中
持
一
～
二
人 

  
 

竜
吐
水
の
場
合 

水
運
び
（
水
桶
の
数
に
応
じ
） 

梯
子
持
（
一
脚
に
つ
き
一
～
二
人
） 

鳶
口
（
鳶
口
の
数
に
応
じ
） 

信
号
担
当
一
人 

警
鐘
（
一
台
に
二
～
三
人
） 

 

こ
の
規
則
制
定
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
各
市
町
村
毎
に
組
織
し
て
い
た
も
の
が
、
全
国
同
一
基
準
に
な
っ
た
こ
と
の
意
味
は
大
き

い
。
と
は
言
っ
て
も
、
そ
れ
ま
で
の
消
防
組
の
性
格
、
消
防
施
設
が
一
変
し
た
の
で
は
決
し
て
な
く
、
組
織
で
も
役
割
で
も
、
そ
れ

ま
で
の
も
の
が
継
承
さ
れ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
任
命
制
以
前
の
義
勇
消
防
組
時
代
の
器
材
、
人
員
割
を
見
る
と
、
明
治
十
年
九
月
、

高
玉
村
い
組
の
場
合
は
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る 

 
 

 

。 
  

 

高
玉
村
い
組
器
械 

一
纏 

壱
本 

 

一
籏 

壱
本 

 

一
高
張 

壱
本 

 

一
竜
吐
水 

壱
挺 

 

一
水
桶 

拾
四
個 

 

一
階
子 

壱
脚 

 

一
鳶
口 

拾
挺 

 

一
消
札 

五
枚 
 

一
手
灯
燈 
五 

 
 

高
玉
村
消
防
人
員
割 

い
組 

 
 

組
頭 

一
名 

副
組
頭 

一
名 

纏 

一
名 

籏 
一
名 

高
張 

一
名 

竜
吐
水
掛 

一
名 

竜
吐
水 

八
名 

水
桶
掛 

二
名 

水

桶 

十
五
名 

階
子 

二
名 

鳶
口
掛 

一
名 

鳶
口 

十
名 

消
札 

一
名 

札
取
締 

一
名 

  

高
玉
村
い
組
の
場
合
は
、
総
勢
四
十
六
名
に
な
っ
て
い
る
が
、
勿
論
組
に
よ
り
村
に
よ
り
異
な
っ
て
お
り
、
鮎
貝
村
い
組
の
場
合

は
、
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。 

  
 

籏
章
高
張 

二
名 

纏
長 

一
名 

纏
持 

二
名 

階
子 

四
名 

鳶
口 

十
名 

竜
吐
水
長 

一
名 

竜
吐
水 

八
名 

手
桶 

十
八

名 

器
械 

世
話
係 

二
名 

消
札 

一
名 

 

蚕
桑
村

文 

書
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鮎
貝
村
い
組
は
合
計
四
九
名
で
、
こ
の
他
に
組
頭
一
名
、
副
組
頭
一

名
、
更
に
里
正
一
名
が
加
わ
る
の
で
、
総
勢
五
二
名
に
な
る
。
鮎
貝
村

の
場
合
、
い
・
ろ
・
は
・
に
組
の
四
組
（
後
に
ほ
組
ま
で
五
組
と
な
る
）

で
編
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
う
ち
、
に
組
に
は
薬
篭
係
（
一
名
）
と
い

う
役
割
も
あ
っ
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
組
織
の
消
防
組
が
威
勢
よ
く
立
ち
働
ら
い
た
の
は
、
火

消
し
と
言
わ
れ
た
江
戸
時
代
も
、
明
治
の
御
代
も
同
じ
で
あ
っ
た
。
火

災
が
起
る
と
、
直
ぐ
半
鐘
が
打
ち
鳴
ら
さ
れ
る
。
そ
の
半
鐘
が
「
じ
ゃ
ん
」
と
一
打
鳴
り
終

ら
な
い
う
ち
に
、
火
防
夫
は
家
を
飛
び
出
す
も
の
と
言
わ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
程
使
命
感
に

燃
え
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
何
も
の
も
恐
れ
ず
威
勢
よ
く
働
け
た
の
で
あ
ろ
う
。 

 

火
事
場
に
於
け
る
活
動
が
特
に
顕
著
な
者
に
対
し
て
は
、
夫
々
町
村
長
よ
り
賞
が
授
け
ら

れ
て
い
る
。
賞
に
は
抜
群
の
功
あ
る
者
は
一
等
、
そ
れ
に
次
ぐ
も
の
は
二
等
と
分
け
て
い
た

よ
う
で
、
次
の
記
録
が
あ
る
。 

  
 

 
 

明
治
十
九
年
八
月
十
八
日
夕
の
栃
窪
火
災
に
つ
き
火
防
夫
働
人
名
（
人
名
省
略
） 

 
 

壱
等 

い
組 

四
名 
ろ
組 

四
名 

は
組 

五
名 

に
組 

七
名 

ほ
組 

三
名 

 
 

 
 

 

計
二
十
三
名 

 
 

二
等 

い
組 

七
名 

ろ
組 
九
名 

は
組 

十
二
名 

に
組
五
名 

ほ
組 

五
名 

 
 

 
 

 

計
三
十
八
名 

 
 

火
防
夫
出
勤
之
内
右
人
員
擢
働
仕
候
間
相
当
ル
賞
賜
御
下
渡
被
下
上
申
仕
候
也 
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明
治
十
九
年
八
月
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

鮎
貝
火
防
夫 

副 

組 

頭 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

組 
 

 

頭 

鮎 

貝 

村 

長 

殿 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

尚
、
こ
う
し
た
火
災
の
記
録
を
見
る
と
、
「
竜
吐
水
運
搬
ニ
付
荷
車
三
軒
ヨ
リ
一
挺
宛
借
用 

右
ハ
一
人
ツ
ツ
ノ
人
足
ニ
御
入
帳

被
下
度
上
申
仕
候
」
と
い
う
の
が
あ
る
か
ら
、
竜
吐
水
は
荷
車
で
運
ん
だ
こ
と
、
そ
の
た
め
荷
車
を
徴
用
し
、
そ
れ
を
一
人
前
に
見

な
し
た
こ
と
な
ど
を
知
り
得
る
。 

 

火
災
現
場
で
の
働
き
が
抜
群
の
者
に
つ
き
、
組
頭
か
ら
前
記
の
よ
う
な
上
申
書
が
出
さ
れ
る
と
、
村
長
は
幾
許
か
の
賞
金
を
与
え

て
い
た
。
次
は
、
そ
の
一
例
で
あ
る
。 

  
 

一
、
三
両
三
分 

明
治
六
年
十
一
月
十
日
樋
口
清
兵
衛
出
火
ニ
付
働
キ
者
二
十
五
人
ヘ
御
賞 

 
 

一
、
二
分 

 
 

右
同
断 

田
尻
村
江

賞
礼 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

こ
の
よ
う
に
現
場
で
勝
れ
た
働
き
を
し
た
も
の
に
は
、
時
期
を
失
せ
ず
褒
賞
を
与
え
た
か
ら
、
不
平
を
言
う
者
も
な
く
、
火
防
夫

を
誇
り
と
し
て
働
ら
く
こ
と
が
で
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

こ
う
し
た
義
勇
消
防
組
を
、
町
村
条
例
で
明
確
に
位
置
づ
け
し
た
の
が
、
明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）
四
月
制
定
の
町
村
火
防

条
例
で
あ
る
。
こ
の
条
例
は
、
本
文
の
後
に
付
加
さ
れ
て
い
る
理
由
書
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
内
容
的
に
新
ら
し
い
も
の
で
は
な
く
、

従
来
よ
り
不
文
律
と
し
て
行
な
っ
て
き
た
こ
と
を
、
条
例
に
ま
と
め
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
か
ら
、
こ
の
条
文
を
見
る
と
、
当
時
の
消

防
の
実
態
が
分
る
こ
と
に
も
な
る
。
以
下
は
、
蚕
桑
村
の
条
例
が
村
会
に
提
案
さ
れ
た
と
き
の
も
の
で
あ
る 

 
 

 

。 
  

 
 

 

蚕
桑
村
火
防
条
例 

鮎
貝
村 

文 

書 前
掲 

文
書 

蚕
桑
村

文 

書
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第
一
条
全
村
ノ
毎
戸
本
籍
寄
留
ノ
別
ナ
ク
男
子
壱
名
宛
ヲ
出
シ
テ
火
防
ニ
加
ハ
ル
ノ
義
務
ヲ
有
ス 

 
 

第
二
条
火
防
費
ハ
村
費
又
ハ
区
費
ヲ
以
テ
支
弁
ス
其
支
出
ス
ヘ
キ
各
項
目
の
規
定
ハ
別
ニ
村
会
又
ハ
区
会
ノ
定
ム
ル
所
ニ
ヨ
ル 

 
 

第
三
条
左
ノ
各
項
ニ
当
ル
モ
ノ
ハ
火
防
夫
ヲ
免
除
ス 

 
 

 
一
、
婦
女
子
己
ニ
シ
テ
男
子
ナ
キ
者 

 
 

 
二
、
年
齢
五
十
年
以
上
ノ
モ
ノ
及
十
七
年
未
満
ノ
モ
ノ 

 
 

 

三
、
不
具
廃
疾
ニ
シ
テ
其
役
ニ
堪
エ
サ
ル
モ
ノ 

 
 

 

四
、
陸
海
軍
役
ニ
ア
ル
モ
ノ 

 
 

第
四
条
左
ノ
各
項
ニ
当
ル
モ
ノ
ハ
火
防
夫
ヲ
猶
予
ス
但
其
事
故
止
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
第
一
条
ノ
例
ニ
由
ル 

 
 

 

一
、
孤
独
者 

 
 

 

二
、
他
村
又
ハ
他
府
県
ニ
寄
留
セ
シ
者 

 
 

 

三
、
官
吏
学
校
教
員
教
導
職
村
吏
及
村
区
会
議
員
ノ
現
職
ニ
ア
ル
者 

四
、
中
学
校
以
上
ノ
学
校
ニ
就
学
ス
ル
学
生 

 
 

 

五
、
疾
病
ニ
罹
リ
全
治
ノ
予
知
シ
難
キ
者 

 
 

第
五
条
本
条
例
ノ
外
火
防
夫
取
締
上
ニ
係
ル
細
則
ヲ
設
ク
ル
ト
キ
ハ
別
ニ
村
会
若
シ
ク
ハ
区
会
議
員
ノ
評
決
ヲ
経
テ
施
行
ス
ヘ
シ 

 
 

 
 

 

理 
 

由 
 

 

本
条
例
ヲ
要
ス
ル
ノ
理
由
ハ
凡
ソ
町
村
内
住
公
民
ノ
権
利
ア
ル
者
ニ
対
シ
国
家
ニ
於
ル
徴
兵
事
務
ト
其
轍
ヲ
同
シ
尤
モ
重
大
之
負
担
ヲ
担

ハ
シ
ム
ル
モ
ノ
ナ
ル
ヲ
以
テ
其
責
務
ノ
ア
ル
所
ヲ
公
然
規
定
シ
村
内
ノ
住
公
民
ヲ
シ
テ
以
テ
知
ラ
シ
メ
以
テ
依
ラ
シ
メ
ン
ト
ス
ル
モ
ノ
ナ

リ
本
条
例
ノ
各
条
項
ノ
如
キ
ハ
敢
テ
今
般
新
ニ
制
定
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ス
シ
テ
従
来
ヨ
リ
貫
行
シ
タ
ル
不
文
ノ
規
定
ヲ
今
回
改
テ
有
文
ノ

法
規
ト
ナ
セ
ル
己
今
や
人
文
ノ
発
達
ト
共
ニ
其
権
利
義
務
ニ
関
ス
ル
モ
ノ
ハ
明
ニ
規
定
ス
ル
ノ
必
要
ヲ
生
セ
リ
然
ラ
サ
レ
ハ
所
理
ス
ル
ノ

道
モ
困
難
ナ
リ
之
レ
今
日
ノ
本
条
例
ヲ
制
定
ス
ル
ノ
止
ム
ヲ
得
サ
ル
所
以
ナ
リ 

  

こ
の
提
案
は
慎
重
に
審
議
さ
れ
た
結
果
、
原
案
の
ま
ま
通
過
し
、
明
治
二
十
四
年
四
月
七
日
付
で
、
許
可
を
得
る
た
め
に
内
務
大

臣
宛
送
付
さ
れ
て
い
る
。
町
村
内
に
居
住
す
る
権
利
を
も
つ
者
に
対
し
、
共
同
し
て
火
防
に
加
わ
る
こ
と
を
義
務
づ
け
て
い
る
の
は
、

兵
役
義
務
と
同
じ
轍
で
あ
る
と
す
る
考
え
方
が
、
不
文
律
な
が
ら
守
ら
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
猛
火
を
恐
れ
ぬ
消
防
手
の
活
躍
が
あ

っ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
な
各
市
町
村
の
消
防
組
も
、
時
代
と
共
に
組
織
に
変
化
が
見
ら
れ
、
明
治
二
十
六
年
五
月
の
鮎
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貝
組
四
番
消
防
規
約
証
に
は
、
「
甲
、
乙
二
種
ニ
分
ケ
、
乙
ハ
予
備
組
ト
シ
、
他
地
区
火
災
ノ
時
組
内
ヲ
巡
回
警
戒
ス
ル
。
火
災
現

場
デ
ハ
一
切
頭
取
ノ
指
示
ニ
従
フ
コ
ト
。
出
火
ノ
時
不
参
ノ
者
ハ
事
由
ヲ
頭
取
マ
デ
届
出
ル
コ
ト
。
違
反
者
ハ
罰
金
弐
拾
銭
ト
ス
。
」

と
定
め
て
あ
る
。
乙
は
予
備
組
で
、
甲
が
常
備
組
な
の
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
て
常
備
消
防
、
予
備
消
防
の
二
本
立
に
よ
っ
て
万
全
の

態
勢
が
と
ら
れ
て
き
た
。 

 

消
防
の
組
織
は
こ
の
よ
う
な
変
遷
を
辿
っ
て
き
た
が
、
肝
心
の
器
械
の
方
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
『
荒
砥
町
誌
』
に
よ
れ
ば
、
荒

砥
上
町
消
防
組
で
は
、
明
治
十
八
年
に
ポ
ン
プ
を
購
入
し
た
が
、
こ
れ
が
当
地
方
最
初
の
ポ
ン
プ
で
、
以
後
各
地
で
購
入
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
、
と
述
べ
て
い
る
。 

 

十
王
本
宿
に
、
古
い
型
の
ポ
ン
プ
が
あ
る
。
「
監
獄
石
川
島
製
第
三
十
七
号
」
と
銘
記
し
て
あ
る
。
こ
の
ポ
ン
プ
の
製
作
年
代
の

調
査
を
、
国
立
国
会
図
書
館
参
考
書
誌
部
に
依
頼
し
た
が
、
監
獄
石
川
島
の
名
称
が
使

わ
れ
た
の
は
、
明
治
十
九
年
七
月
か
ら
同
二
十
四
年
四
月
ま
で
の
五
年
間
で
、
そ
の
間

に
三
十
数
台
の
ポ
ン
プ
を
造
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
製
造
番
号
か
ら
見
て
、
明
治

二
十
四
年
頃
に
造
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
当
時
購
入
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後

種
々
手
が
加
え
ら
れ
て
き
て
い
る
が
、
こ
の
時
期
を
前
後
し
て
各
地
で
ポ
ン
プ
購
入
が

行
な
わ
れ
て
お
り
、
荒
砥
横
町
は
明
治
二
十
二
年
、
仲
町
・
出
来
町
は
同
二
十
四
年
、

そ
し
て
三
十
年
に
は
、
荒
砥
の
殆
ど
の
地
区
で
新
調
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
何
れ
も

腕
用
ポ
ン
プ
で
あ
っ
た
。
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
が
最
初
に
購
入
さ
れ
た
の
も
荒
砥
地
区
で
、

大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
五
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ホ
ー
ス
五
本
付
、
手
曳
き
な
が

ら
、
威
力
の
大
き
さ
に
驚
ろ
い
た
。 
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昭
和
初
期
に
な
る
と
、
白
鷹
町
全
域
で
ガ
ソ
リ
ン
ポ
ン
プ
を
設
備
し
、
消
防
力
も
一
段
と
向
上
し
た
。
特
に
荒
砥
地
区
は
、
ガ
ソ

リ
ン
ポ
ン
プ
一
一
台
、
腕
用
ポ
ン
プ
一
一
台
と
県
下
随
一
の
設
備
状
況
を
誇
っ
て
い
た
。
昭
和
六
年
の
所
謂
大
三
火
事
の
発
生
に
よ

り
、
更
に
消
防
力
強
化
の
必
要
性
を
痛
感
し
、
自
動
車
ポ
ン
プ
を
購
入
し
て
、
常
備
消
防
署
を
設
置
し
、
三
名
が
交
替
に
勤
務
す
る

よ
う
に
し
た
。 

 

消
防
組
も
ポ
ン
プ
が
整
備
さ
れ
、
町
村
の
字
単
位
に
ポ
ン
プ
庫
が
出
来
上
る
と
、
ポ
ン
プ
を
中
心
に
再
編
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。 

 

消
防
手
は
、
常
に
ポ
ン
プ
の
操
作
に
熟
練
し
て
い
る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
折
に
触
れ
練
習
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
か
ら
、
毎
年
行
な
わ
れ
る
貯
水
池
の
清
掃
な
ど
に
も
、
火
災
本
番
の
よ
う
な
意
気
込
み
で
訓
練
し
た
。 

 

訓
練
の
成
果
は
、
大
演
習
で
披
露
し
た
。
小
学
校
の
校
庭
に
、
村
中
の
ポ
ン
プ
が
勢
揃
い
し
て
放
水
す
る
様
は
壮
観
で
、
子
ど
も

た
ち
は
我
を
忘
れ
て
見
入
っ
た
も
の
で
、
わ
が
部
落
の
ポ
ン
プ
が
一
番
高
く
上
っ
た
と
、
そ
れ
ぞ
れ
自
慢
し
あ
っ
た
。
大
演
習
の
前

に
、
機
械
の
整
備
、
大
演
習
の
打
合
せ
な
ど
で
す
る
訓
練
は
、
現
在
と
同
様
内
演
習
と
呼
ば
れ
た
。 

 

昭
和
十
四
年
一
月
、
戦
時
体
制
が
す
べ
て
の
面
に
浸
透
す
る
と
、
消
防
も
そ
れ
ま
で
の
よ
う
に
、
防
火
・
消
火
だ
け
で
な
く
、
防

空
も
受
け
持
つ
よ
う
に
な
っ
て
、
名
称
も
警
防
団
と
変
り
、
防
空
演
習
の
指
導
や
、
竹
槍
訓
練
の
中
心
と
な
っ
て
活
動
す
る
よ
う
に

な
っ
た
。 

 

敗
戦
に
よ
っ
て
、
警
防
団
は
解
散
し
た
。
そ
し
て
昭
和
二
十
二
年
四
月
に
消
防
団
令
が
、
続
い
て
二
十
三
年
七
月
に
消
防
法
が
制

定
さ
れ
る
に
及
び
、
新
ら
し
い
消
防
団
の
活
動
が
開
始
さ
れ
た
。 
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水

害

と

そ

の

対

策

２ 

天 

災 

地 

変 
 

恐
ろ
し
い
も
の
を
数
え
あ
げ
る
と
き
、
「
地
震
、
雷
、
火
事
、
親
父
」
と
い
う
。
地
震
と
雷
が
第
一
に
数
え
ら

れ
る
の
は
、
天
災
地
変
の
恐
ろ
し
さ
を
言
い
伝
え
て
き
た
か
ら
か
も
知
れ
な
い
。
「
泥
棒
は
一
背
負
い
、
火
事

は
柱
ご
と
」
と
い
う
俚
言
風
に
考
え
れ
ば
、
洪
水
の
よ
う
な
天
災
は
、
土
地
ご
と
流
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
も
っ
と
恐
ろ
し
い
し
、
地

震
の
よ
う
な
地
変
は
、
そ
の
た
め
に
火
災
も
発
生
し
た
り
、
沼
の
堤
防
が
破
れ
て
洪
水
に
な
っ
た
り
す
る
か
ら
、
そ
の
被
害
は
火
災

以
上
に
な
る
の
は
確
実
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
わ
い
も
の
の
代
表
の
よ
う
に
地
震
と
雷
を
も
っ
て
き
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
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⑴ 

水 

害 

の 

実 

施 

 
最
近
の
よ
う
に
治
水
工
事
が
進
む
と
、
水
害
の
頻
度
は
少
な
く
な
っ
た
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
だ
け
に
、
一
度
発
生
す
れ
ば
被
害
は

測
り
知
れ
な
い
程
の
も
の
に
な
る
。 

 

昭
和
十
年
前
後
ま
で
は
、
松
川
水
系
の
野
川
・
白
川
共
に
治
水
工
事
は
施
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
頃
ま
で
、
松
川
の

増
水
は
日
常
的
で
、
特
に
春
の
融
雪
期
か
ら
五
月
の
梅
雨
に
か
け
て
の
増
水
は
、
毎
年
の
季
節
的
出
来
事
で
あ
っ
た
。
高
玉
か
ら
東

横
田
尻
に
か
け
て
の
松
川
は
、
広
々
と
し
た
河
原
を
も
っ
て
い
た
が
、
こ
の
季
節
に
は
一
面
に
濁
流
が
渦
を
巻
き
、
夏
季
の
穏
や
か

な
松
川
と
は
似
て
も
似
つ
か
ぬ
大
河
の
様
相
を
呈
し
た
。 

 

そ
の
実
態
を
最
上
川
筋
広
野
観
測
所
の
、
「
量
水
日
月
表
綴
」 

 
 

 
 

 

か
ら
拾
い
あ
げ
て
み
よ
う
。
第

112
表
は
、
当
時
警
戒
水
位

と
し
て
扱
わ
れ
て
い
た
水
位
八
尺
（
二
・
四
メ
ー
ト
ル
）
を
越
え
た
日

数
を
調
べ
た
も
の
で
、
こ
の
表
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
四
月
が
最
も

多
く
、
七
、
八
、
九
月
が
こ
れ
に
次
い
で
い
る
。
特
に
注
目
す
べ
き
は

七
、
八
、
九
月
に
は
水
位
が
一
〇
尺
を
越
え
る
度
数
が
多
い
こ
と
で
あ

る
。
所
謂
集
中
豪
雨
で
あ
る
。 

 
第

70
図
は
、
明
治
三
十
年
三
月
よ
り
同
三
十
五
年
二
月
ま
で
の
各
月

の
平
均
水
位
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
七
、
八
、
九
月
の
平
均
は
五
年

間
の
平
均
の
平
均
値
と
略
等
し
い
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
中
で
、
水
位
が

一
〇
尺
を
越
え
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
は
、
集
中
豪
雨
を
示
す
も
の
と
見

広
野
、
飯
鉢

文
太
郎
氏
蔵
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て
よ
い
で
あ
ろ
う
。 

 
河
川
が
増
水
す
れ
ば
、
そ
れ
が
雪
解
け
水
で
あ
れ
、
集
中
豪
雨
で
あ
れ
、
河
岸
が
流
失
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
、
そ
の
度
に
最

上
川
両
岸
の
村
々
は
対
策
に
苦
慮
し
て
き
た
。 

  
 

 
 

 

記 
 

 

去
ル
本
月
四
日
降
雨
出
水
ニ
テ
高
玉
八
景
下
最
上
川
筋
左
岸
沈
床
工
事
約
二
十
間
切
流
セ
リ
夫
レ
カ
タ
メ
護
岸
堤
塘
ヘ
モ
影
響
シ
若
シ
一

朝
出
水
該
堤
塘
破
壊
汎
濫
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
横
田
尻
地
内
ノ
損
害
夥
多
シ
キ
状
況
ニ
有
之
候
ニ
付
不
取
敢
高
玉
横
田
尻
両
区
共
同
急
破
修
繕

工
事
施
行
ノ
儀
置
賜
土
木
監
督
署
ヘ
（
要
ス
レ
バ
本
県
庁
迄
モ
）
出
願
出
頭
費
ト
シ
テ
金
弐
拾
五
円
以

内
支
出
ノ
必
要
有
之
候
ニ
付
明

治
四
十
年
度
横
田
尻
区
費
歳
入
剰
余
金
ヨ
リ
以
上
支
出
致
度
候
条
御
協
賛
相
成
度
候 

 
 

 

追
テ
賛
否
ハ
御
氏
名
下
ニ
明
記
相
成
タ
シ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

右
の
一
文
は
、
明
治
四
十
一
年
五
月
十
一
日
付
で
、
蚕
桑
村
長
高
橋
利
兵
衛
か
ら
区
会
議
員
に
、
持
ち
回
り
会
議
の
形
に
し
て
提

案
さ
れ
た
も
の
で
、
出
水
に
よ
る
沈
床
流
出
が
、
護
岸
に
も
影
響
す
る
の
で
、
早
急
に
補
修
工
事
を
監
督
署
へ
要
望
し
た
い
と
い
う

も
の
で
あ
る
。
区
会
議
員
は
、
橋
本
初
太
郎
・
金
田
平
三
郎
・
船
山
仁
助
・
鈴
木
七
三
郎
・
丸
川
鶴
松
・
芳
賀
中
一
・
馬
場
忠
兵
衛
・

鑢
源
右
衛
門
で
あ
っ
た
が
、
賛
成
の
意
志
表
示
を
し
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
。 

翌
明
治
四
十
二
年
四
月
七
日
に
も
降
雨
出
水
（
最
高
水
位
一
一
尺
八
寸
）
が
あ
り
、
「
最
上
川
筋
字
雪
舟
町
下
ニ
堤
防
急
造
ノ
必

要
生
シ
タ
」
の
で
、
高
玉
区
で
は
、
区
費
の
歳
入
出
予
算
を
変
更
し
て
そ
の
経
費
を
捻
出
し
て
い
る
。
雪
舟
町
下
か
ら
東
横
田
尻
浦
、

鮎
貝
浦
に
か
け
て
は
、
松
川
が
く
ね
く
ね
と
蛇
行
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
地
区
で
は
出
水
の
度
毎
に
何
処
か
が
崩
壊
す
る

運
命
に
あ
っ
た
。
だ
か
ら
県
も
国
も
こ
こ
は
何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
思
い
つ
つ
も
、
難
所
だ
け
に
思
い
あ
ぐ
ね
て
い
た
。 

国
や
県
が
思
案
し
て
い
る
間
に
も
、
一
雨
来
れ
ば
川
岸
が
削
り
取
ら
れ
、
一
緒
に
畑
の
作
物
や
桑
園
ま
で
が
流
さ
れ
、
困
る
の
は

農
民
で
あ
る
。
高
玉
・
横
田
尻
・
鮎
貝
と
言
え
ば
、
県
下
有
数
の
養
蚕
地
帯
で
、
し
か
も
川
原
前
の
桑
園
は
、
蚕
種
製
造
に
は
不
可

蚕
桑
村

文 

書
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欠
の
蛆
の
つ
か
な
い
桑
で
あ
る
。
そ
れ
が
流
さ
れ
て
は
、
生
活
が
お
び
や
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。 

 
 

 
 

 

上
川
原
築
堤
之
儀
ニ
付
請
願 

 
 

当
地
ノ
利
益
幸
福
ヲ
増
進
セ
ン
ニ
ハ
善
美
ナ
ル
桑
園
ヲ
多
出
セ
シ
メ
蚕
児
ニ
供
ス
ル
ハ
必
要
中
ノ
一
ナ
ル
モ
ノ
ト
信
ジ
兼
テ
桑
園
保
護
ニ

注
意
シ
ツ
ツ
有
之
候
処
横
田
尻
古
川
以
南
数
十
町
歩
ノ
桑
園
ハ
松
川
洪
水
ノ
度
毎
ニ
高
玉
堤
防
ノ
下
方
ヨ
リ
盗
流
ス
ル
水
勢
ノ
タ
メ
ニ
荒

ラ
サ
レ
桑
樹
衰
弱
ニ
傾
キ
其
惨
害
黙
シ
テ
見
ル
ニ
忍
ビ
ザ
ル
次
第
ニ
御
座
候
依
テ
本
会
モ
多
少
ノ
人
夫
ハ
納
メ
可
申
候
ニ
付
損
害
ヲ
蒙
リ

居
ル
地
主
並
ニ
小
作
者
御
調
査
ノ
上
適
当
ナ
ル
有
志
人
夫
ヲ
寄
附
セ
シ
メ
来
春
融
雪
洪
水
以
前
迄
ニ
完
成
ノ
目
的
ヲ
以
テ
高
玉
堤
防
下
ヨ

リ
約
百
間
ノ
長
サ
ニ
水
防
築
堤
被
下
度
本
会
ノ
決
議
ニ
ヨ
リ
関
係
区
長
ノ
賛
成
ヲ
得
茲
ニ
謹
テ
請
願
仕
候
也 

 
 

 

明
治
四
拾
参
年
拾
壱
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

横
田
尻
実
業
会
長 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

丸 

川 

鶴 

松

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

馬 

場 

忠
兵
衛

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

小 

林 

小
四
郎

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

本 

木 

宇
左
衛
門 

 
 

 

蚕
桑
村
長 

丸 

川 

作 

平 
殿 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

水
害
対
策
が
素
早
く
打
ち
立
て
ら
れ
な
い
事
に
対
す
る
い
ら
だ
ち
は
、
「
本
会
モ
多
少
ノ
人
夫
ハ
納
メ
可
申
」
と
労
力
提
供
を
申

し
出
さ
せ
、
地
主
や
小
作
者
に
も
「
適
当
ナ
ル
有
志
人
夫
ヲ
寄
附
」
さ
せ
る
よ
う
に
す
る
か
ら
、
早
く
堤
防
工
事
を
始
め
て
も
ら
い

た
い
、
と
い
う
要
望
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
程
こ
の
地
域
は
、
水
害
多
発
地
帯
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

第

113
表
は
、
明
治
以
降
松
川
増
水
に
よ
っ
て
被
害
が
発
生
し
た
主
な
も
の
だ
け
を
拾
い
上
げ
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
の
表
が
示
す
通
り
大
き
な
被
害
は
、
七
、
八
、
九
月
に
襲
う
集
中
豪
雨
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
が
多
い
。
中
で
も
、
大
正
二
年

八
月
二
十
七
日
の
豪
雨
に
よ
る
増
水
は
、
測
定
開
始
以
来
の
最
高
水
位
一
五
尺
五
寸
（
四
・
七
メ
ー
ト
ル
）
を
記
録
し
た
。 

 

で
は
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
治
水
工
事
の
進
捗
状
況
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
以
下
、
こ
の
こ
と
を
述
べ
て
み
よ
う
。 

蚕
桑
村

文 

書
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⑵ 

護
岸
工
事
（
内
務
省
工
事
） 

 

河
川
の
増
水
に
よ
る
水
害
に
つ
い
て
述
べ
た
が
、
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
、
国
や
県
は
如
何
な
る
対
策
を
建
て
て
き
た
の
で
あ
ろ

う
か
。 

 

一
口
に
言
え
ば
、
余
り
意
を
用
い
て
来
な
か
っ
た
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
は
治
水
に
要
す
る
費
用
が
蒿
み
、
県
だ
け
で
は
出

来
ず
、
国
も
ま
た
全
国
の
河
川
に
対
し
て
治
水
工
事
を
施
せ
ば
莫
大
な
費
用
と
な
り
、
何
れ
に
し
て
も
、
地
元
負
担
の
形
で
多
額
の

出
費
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
に
原
因
が
あ
っ
た
。 
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明
治
二
十
六
年
一
月
の
県
会
で
、
そ
れ
ま
で
最
上
川
護
岸
工
事
の
場
合
は
県
税
七
分
以
内
の
補
助
で
、
残
り
は
地
元
町
村
負
担
で

あ
っ
た
も
の
を
、
県
税
負
担
で
行
う
こ
と
が
決
議
さ
れ
、
知
事
も
同
意
し
て
実
施
に
移
り
、
工
事
は
著
し
く
進
展
し
た
。 

 

当
時
政
府
は
、
明
治
十
七
年
か
ら
二
十
八
年
ま
で
の
一
二
年
間
で
、
最
上
川
河
身
改
修
工
事
を
進
め
て
い
た
。
し
か
し
、
思
う
よ

う
に
は
か
ど
ら
ず
、
そ
の
上
、
二
十
二
年
の
第
一
回
国
会
で
は
予
算
も
大
巾
に
縮
少
さ
れ
た
の
で
、
山
形
県
議
会
は
代
表
を
送
っ
て

工
事
の
早
期
実
現
を
要
望
し
た
が
、
実
現
に
至
ら
な
い
で
い
た
。 

 

県
議
会
は
、
県
の
対
策
と
実
績
を
も
っ
て
、
国
に
改
修
工
事
の
早
期
完
了
併
せ
て
工
事
の
継
続
延
長
を
陳
情
し
た
。
そ
の
結
果
、

二
十
八
年
終
了
予
定
が
三
十
五
年
度
ま
で
に
延
長
と
は
な
っ
た
が
、
三
十
二
年
度
現
在
で
、
予
定
の
半
分
に
も
達
し
て
い
な
い
状
態

で
あ
っ
た
。
し
か
も
最
上
川
改
修
工
事
の
主
力
が
い
つ
も
下
流
（
清
川
村
以
北
）
で
あ
り
、
中
流
・
上
流
は
殆
ど
手
が
つ
か
な
い
状

態
で
あ
っ
た
。
特
に
上
流
の
松
川
筋
は
、
県
費
支
弁
す
ら
行
な
わ
れ
ず
、
町
村
負
担
で
あ
っ
た
。
そ
の
実
態
に
対
し
、
県
議
会
は
大

正
三
年
度
通
常
県
会
に
於
い
て
、
「
最
上
川
上
流
松
川
筋
治
水
工
事
を
県
費
に
て
起
工
速
成
ノ
件
」
を
決
議
し
、
知
事
に
意
見
書
を

提
出
し
て
い
る
。 

 

そ
の
後
県
は
五
ケ
年
計
画
を
建
て
、
大
正
六
年
よ
り
二
、
五
〇
〇
万
円
の
予
算
で
、
根
本
治
水
を
図
っ
た
。
し
か
し
こ
の
計
画
も
、

昭
和
七
年
九
月
の
内
務
大
臣
宛
の
「
清
川
村
以
北
ノ
改
修
促
進
ニ
関
ス
ル
意
見
書
」
、
昭
和
八
年
十
二
月
の
知
事
宛
の
「
最
上
川
支

流
ノ
改
修
促
進
意
見
書
」
な
ど
が
提
出
さ
れ
て
い
る
の
を
見
る
と
、
依
然
と
し
て
上
流
は
手
が
つ
か
な
い
で
い
た
よ
う
で
あ
る
か
ら
、

水
害
が
あ
れ
ば
、
そ
の
補
修
に
町
村
が
苦
慮
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。 

 

⑶ 

水 

防 

団 

 

戦
前
ま
で
水
防
業
務
は
、
消
防
団
が
兼
ね
て
い
た
。
つ
ま
り
災
害
全
般
を
、
消
防
団
が
受
け
持
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
時
代
の
推

移
と
共
に
水
防
業
務
も
計
画
性
が
要
求
さ
れ
、
新
た
に
水
防
団
が
組
織
さ
れ
た
。
だ
が
、
一
つ
の
町
村
に
於
け
る
災
害
対
策
団
体
な
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台

風

・

霜

害 

・
雪 

 

害

の
で
、
実
質
会
員
は
消
防
団
員
と
同
じ
で
、
条
例
の
細
部
な
ど
も
、
消
防
団
条
例
に
準
じ
て
い
る
の
が
多
か
っ
た
。
次
の
条
例
は
、

昭
和
二
十
四
年
三
月
二
十
九
日
議
決
さ
れ
た
荒
砥
町
水
防
団
設
置
条
例
で
あ
る
。 

  
 

 
 

 
荒
砥
町
水
防
団
設
置
条
例 

 
 

第
一
条 
本
町
に
荒
砥
町
水
防
団
を
設
置
す
る
。 

 
 

第
二
条 
水
防
団
の
定
員
は
二
三
二
人
と
し
、
そ
の
区
分
は
左
に
よ
る 

 
 

 

団

 

長 
 

 
 

一
人 

 
 

 

副

団

長 
 

 
 

一
人 

 
 

 

分

団

長 
 

 
一
〇
人 

 
 

 

副

分

団

長 
 

 

一
六
人 

 
 

 

そ
の
他
団
員 

二
〇
四
人 

 
 

第
三
条 

水
防
団
員
は
本
町
消
防
団
員
が
こ
れ
に
任
ず
る
も
の
と
す
。 

 
 

第
四
条 

水
防
に
要
す
る
設
備
並
び
に
資
材
は
、
水
防
本
部
委
員
長
の
意
見
を
聴
い
て
、
町
が
こ
れ
を
備
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 
 

第
五
条 

水
防
団
長
は
洪
水
の
危
険
が
切
迫
し
、
水
防
の
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
速
か
に
水
防
作
業
を
開
始
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
の
定
例
に
定
め
る
も
の
の
外
、
消
防
団
設
置
条
例
に
準
ず
る
も
の
と
す
る
。 

 
 

 
 

 

附 
 

則 
 

 
 

こ
の
条
例
は
布
告
の
日
か
ら
こ
れ
を
施
行
す
る
。 

  

水
防
団
は
不
時
の
災
害
に
備
え
、
増
水
期
が
近
づ
く
と
土
の
う
を
準
備
し
た
り
、
ま
た
水
害
訓
練
や
遭
難
者
の
救
助
訓
練
な
ど
に

精
を
出
し
、
万
全
の
備
え
を
か
た
め
て
い
た
。 

台
風
の
う
ち
、
雨
台
風
の
方
が
被
害
が
大
き
く
な
る
が
、
こ
れ
は
前
述
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
く
。
風
台
風

は
一
般
に
屋
根
が
飛
ば
さ
れ
た
り
、
立
木
が
倒
さ
れ
た
り
、
あ
る
い
は
稲
が
倒
伏
し
た
り
す
る
。
当
地
に
か
な

り
の
被
害
を
与
え
た
台
風
と
し
て
は
、
昭
和
九
年
九
月
二
十
一
日
の
室
戸
台
風
、
同
二
十
四
年
八
月
三
十
一
日
の
キ
テ
イ
台
風
な
ど

が
あ
げ
ら
れ
る
。
明
治
・
大
正
期
に
も
、
強
い
台
風
の
通
過
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
が
、
台
風
観
測
技
術
が
不
十
分
で
資
料
的
に
は

荒
砥
町

文 

書
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多
く
は
で
て
こ
な
い
。 

 
霜
害
と
雪
害
は
、
北
国
特
有
の
天
災
で
あ
る
。
春
の
晩
霜
に
よ
っ
て
最
も
被
害
が
で
る
の
は
桑
園
で
、
春
蚕
に
大
き
な
打
撃
を
与

え
る
。
養
蚕
は
一
般
に
、
春
蚕
・
初
秋
蚕
・
晩
秋
蚕
（
晩
々
秋
蚕
も
飼
う
場
合
が
あ
る
）
と
三
回
飼
育
す
る
が
、
こ
の
う
ち
、
春
蚕

が
飼
育
農
家
数
に
於
い
て
も
、
収
繭
量
か
ら
み
て
も
最
も
多
い
。
従
っ
て
、
晩
霜
に
よ
っ
て
桑
の
新
芽
が
「
や
か
れ
る
」
こ
と
は
、

当
地
に
と
っ
て
は
大
き
な
打
撃
で
、
直
接
そ
の
年
の
生
活
に
影
響
す
る
。
だ
か
ら
春
霜
の
降
り
そ
う
な
夜
は
、
農
家
の
人
た
ち
は
徹

夜
で
防
霜
作
業
に
取
り
組
ん
だ
。
ぼ
ろ
切
れ
や
莚
な
ど
を
掻
き
集
め
、
桑
園
の
傍
で
燃
や
し
て
霜
を
防
ぐ
の
で
あ
る
が
、
そ
の
時
の

気
持
ち
は
悲
壮
そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

霜
害
に
あ
っ
た
記
録
も
数
多
い
が
、
明
治
四
十
四
年
春
の
霜
害
は
、
そ
の
中
で
も
特
に
ひ
ど
い
も
の
が
あ
っ
た
。
霜
害
は
僅
か
の

地
形
の
差
、
標
高
差
で
ち
が
い
が
で
て
く
る
が
、
こ
の
年
は
殆
ど
全
域
が
被
害
を
受
け
た
か
ら
、
現
金
収
入
が
少
な
く
な
り
、
米
を

買
う
こ
と
が
出
来
な
い
人
も
多
く
な
り
、
そ
の
た
め
に
各
区
の
区
有
籾
の
貸
し
出
し
、
安
米
売
り
嘆
願
が
例
年
よ
り
多
く
で
て
い
る

（
第

114
表
）
。 

 

四
十
五
年
度
の
場
合
は
、
こ
の
表
の
他
に
安
米
売
嘆
願
が
一
八
名
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
。

安
米
売
り
の
値
段
は
お
よ
そ
半
値
で
、
一
俵
三
円
で
あ
っ
た
。
安
米
売
嘆
願
を
し
て
い
る

者
の
家
族
数
は
、
九
～
一
一
人
が
多
く
、
三
～
四
人
の
場
合
は
許
可
に
な
っ
て
い
な
い
。 

 

霜
害
の
被
害
が
大
き
い
の
は
、
桑
園
の
他
に
果
樹
で
あ
る
。
比
較
的
早
い
桜
桃
（
サ
ク

ラ
ン
ボ
）
が
最
も
被
り
易
く
、
潰
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
こ
と
が
多
い
。
資
料
に
見
え
る

も
の
で
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
十
五
日
の
霜
害
が
あ
り
、
こ
の
年
は
六
割
減
と
い
う

惨
状
で
あ
っ
た
。 
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伝

染

病

の

実

態

 

霜
害
も
ま
た
大
き
い
。
豪
雪
に
よ
る
被
害
は
桑
園
・
果
樹
園
に
多
く
、
特
に
果

樹
は
若
木
・
成
木
の
区
別
な
く
枝
を
折
ら
れ
、
幹
を
裂
か
れ
て
全
滅
す
る
こ
と
さ

え
あ
る
。
最
近
の
雪
害
で
最
大
の
も
の
は
、
昭
和
三
十
八
年
で
あ
ろ
う
。
こ
の
年

の
豪
雪
（
三
八
豪
雪
と
い
う
）
で
、
山
口
地
区
開
拓
地
の
リ
ン
ゴ
園
が
全
滅
し
た
。

昭
和
三
十
一
年
度
か
ら
七
年
間
営
々
と
し
て
励
み
、
開
拓
地
の
浮
沈
を
か
け
て
育

て
あ
げ
た
果
樹
園
で
、
明
年
か
ら
は
三
百
箱
前
後
の
リ
ン
ゴ
の
出
荷
が
可
能
、
と

喜
び
合
っ
て
い
た
矢
先
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。 

 

霜
害
と
い
い
雪
害
と
い
い
、
北
国
の
天
災
は
悲
惨
で
あ
る
。 

  
 

 

３ 

伝
染
病
と
そ
の
対
策 

 

伝
染
病
の
恐
ろ
し
さ
は
過
去
も
現
在
も
変
わ
ら
な
い
が
、
医
学
が

今
程
進
ん
で
い
な
か
っ
た
明
治
初
期
か
ら
大
正
に
か
け
て
は
、
尚

更
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
も
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
は
、
虎
列
刺
（
コ

レ
ラ
）
な
ど
の
恐
る
べ
き
伝
染
病
が
発
生
し
て
、
人
々
を
震
え
あ
が
ら
せ
た
。
『
米
沢
大
年
表
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
二
年
白
布
高

湯
に
コ
レ
ラ
が
発
生
し
、
そ
れ
が
米
沢
市
に
蔓
延
し
て
死
者
数
百
名
に
及
ん
で
い
る
。
感
染
す
る
と
激
し
い
嘔
吐
と
下
痢
を
伴
う
こ

の
病
気
は
、
致
死
率
も
高
い
の
で
恐
れ
ら
れ
、
人
々
は
そ
の
防
除
に
躍
起
と
な
っ
た
。
鮎
貝
村
文
書
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
三
年
二
月

二
十
八
日
付
で
、
コ
レ
ラ
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
と
き
は
、
そ
の
死
体
並
び
に
吐
潟
物
は
焼
却
す
る
こ
と
、
そ
の
た
め
、
焼
却
場
を
各
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組
一
ケ
所
ま
た
は
各
村
一
ケ
所
設
置
す
る
よ
う
に
、
と
の
郡
役
所
よ
り
各
戸
長
宛
通
達
が
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
通
達
は
、
米
沢
に

お
け
る
コ
レ
ラ
の
流
行
に
関
連
し
て
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

コ
レ
ラ
患
者
並
び
に
類
似
コ
レ
ラ
は
、
当
地
方
に
も
発
生
し
て
い
る
。
明
治
十
二
年
（
一
八
七
九
）
十
月
、
箕
和
田
村
の
者
が
罹

患
し
、
村
中
に
迷
惑
を
か
け
た
と
し
て
詫
状
が
出
さ
れ
て
お
り
、
同
十
五
年
九
月
八
日
に
は
、
横
田
尻
に
類
似
コ
レ
ラ
が
発
生
し
、

そ
の
た
め
馬
場
村
・
石
那
田
村
に
避
病
院
が
開
設
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
う
し
た
状
況
を
見
て
、
山
形
県
は
明
治
二
十
八
年
八
月
二
十
日
付
で
、
告
諭
の
形
で
次
の
よ
う
な
コ
レ
ラ
に
対
す
る
注
意
書
を

県
下
各
市
町
村
に
布
達
し
た
。 

  
 

 
 

第
一
類 

食
ス
間
敷
種
類 

 
 

蛸 

烏
賊 

蟹 

海
老 

い
わ
し 
鯖 

ひ
ら
め 

鮪 

鯣 

数
の
子 

な
ま
こ 

た
に
し 

鯨 

い
る
か 

な
ま
り
節 

こ
ん
に
ゃ
く 

石
花
菜

ト

コ

ロ

テ

ン 

貝
類 

油
揚
物
類 

西
瓜 
ま
く
わ
う
り 

南
瓜 

未
熟
及
び
腐
敗
に
傾
き
た
る
果
物 

蝕
痕
な
き
松
茸
、
し
め
じ
、
椎
茸
を

除
く
茸
類 

と
う
き
び 

 
 

 
 

第
二
類
多
食
ス
間
敷
種
類 

 
 

う
な
ぎ 

そ
ば 

冷
素
麺 

果
物 

に
し
ん 

干
鱈 
塩
鮭

し
お
び
き 

塩
鱒

し
お
ま
す 

青
豆 

団
子 

餅 

氷
水 

濁
酒 

 
 

 
 

注 

意 

項 

目 

 
 

一
、
家
宅
内
外
常
ニ
掃
除
ス
ル
コ
ト 

 
 

一
、
糞
便
ハ
一
週
間
毎
ニ
汲
取
ル
コ
ト 

 
 

一
、
吐
潟
物
ア
ル
ト
キ
ハ
速
ニ
医
師
ノ
診
療
ヲ
受
ク
ル
ト
同
時
ニ
可
届
出
コ
ト 

 
 

一
、
飲
料
水
ハ
可
成
煮
沸
シ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
用
ユ
ル
コ
ト 

 
 

一
、
飲
食
物
ハ
口
腹
ニ
慣
レ
タ
ル
モ
ノ
ヲ
用
ユ
ル
コ
ト 

 
 

一
、
飲
食
物
ニ
ハ
常
ニ
蓋
ヲ
ナ
シ
蠅
ノ
群
集
ヲ
防
ク
コ
ト 

 
 

一
、
眠
ル
ト
キ
ハ
腹
巻
ヲ
為
シ
腹
部
ノ
冷
ヘ
サ
ル
様
ニ
ナ
ス
ヘ
キ
コ
ト 

 
 

 
 

 
 

 
十
王
村

文 

書
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こ
の
注
意
書
に
よ
る
と
、
ま
こ
と
に
幼
稚
な
対
策
と
思
え
る
が
、
医
療
技
術
も
未
熟
な
時
代
で
あ
っ
て
み
れ
ば
、
首
肯
で
き
よ
う
。

コ
レ
ラ
が
発
生
し
た
と
聞
け
ば
、
そ
の
土
地
に
近
づ
く
な
と
通
知
を
出
す
の
が
、
手
っ
取
り
早
い
対
策
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
人
々
は

頼
る
も
の
も
な
い
か
ら
、
米
沢
市
赤
芝
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
「
虎
列
刺
菩
薩
碑
」
（
明
治
十
二
年
建
立
）
を
建
て
て
、
コ
レ
ラ
の
猖
獗

し
ょ
う
け
つ

を
防
ご
う
と
計
ら
ざ
る
を
得
な
く
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
明
治
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
、
コ
レ
ラ
は
非
常
に
恐
ろ
し
い
伝
染
病
で

あ
っ
た
。 

 

コ
レ
ラ
の
発
生
に
つ
い
て
、
そ
の
後
の
資
料
が
見
つ
か
ら
ず
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
大
正
八
年
七
月
二
十
一
日
付
で
、
鮎
貝
村
長

よ
り
村
内
各
区
長
・
組
宛
に
、
「
コ
レ
ラ
が
三
府
一
八
県
に
蔓
延
し
て
お
り
、
病
勢
益
々
熾
烈
を
極
め
て
い
る
の
で
流
行
季
に
入
る

折
り
は
特
に
注
意
せ
よ
。
」
と
通
知
が
出
さ
れ
て
い
る
。 

 

腸
窒
扶
期
（
腸
チ
フ
ス
）
な
ど
も
、
恐
ろ
し
い
伝
染
病
で
あ
っ
た
。
第

115
表
は
明
治
十
四
年
に
お
け
る
西
置
賜
郡
内
の
、
腸
チ
フ

ス
・
赤
痢
・
ジ
フ
テ
リ
ア
・
痘
瘡
の
発
生
並
び
に
治
療
状
況
を
示
す
も
の
で
あ
る
。 

 

当
時
は
腸
チ
フ
ス
の
発
生
が
比
較
的
多
く
、
死
亡
者
も
少
な
く
は
な
か
っ
た
。
こ
の
地
で
の
発
生
も
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、

細
部
は
不
明
で
あ
る
。 

 

明
治
四
十
二
年
に
滝
野
に
腸
チ
フ
ス
が
発
生
し
、
二
名
が
罹
患
し
て
い
る
。
こ
の
時
は
た
だ
ち
に
隔
離
病
舎
を
開
設
し
て
治
療
に

当
っ
た
の
で
、
蔓
延
す
る
こ
と
な
く
済
ん
だ
。
そ
の
た
め
、
滝
野
区
長
は
長
井
警
察
署
長
よ
り
賞
盃
を
賜
わ
っ
て
い
る
。
た
だ
患
者

は
死
亡
し
火
葬
に
付
さ
れ
て
い
る
。 

 

こ
の
よ
う
に
伝
染
病
の
発
生
は
、
区
の
、
村
の
、
重
大
問
題
で
あ
っ
た
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
役
所
は
常
に
注
意
を
怠
る
こ
と

が
な
か
っ
た
。
次
の
文
は
明
治
十
八
年
七
月
、
麻
疹
（
は
し
か
）
流
行
の
際
の
戸
長
役
場
か
ら
村
捴
代
人
・
組
頭
宛
の
通
達
で
あ
る
。 
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麻
疹
病
流
行
候
儀
予
テ
其
筋
報
告
之
次
第 

 
 

モ
有
之
処
既
ニ
当
郡
ニ
於
テ
モ
追
々
流
行 

 
 

之
模
様
有
之
不
容
易
儀
ニ
候
精
々
注
意
可 

 
 

致
旨
衛
第
十
二
号
ヲ
以
テ
郡
達
相
成
候
条 

 
 

此
旨
相
心
得
夫
々
予
防
方
法
注
意
ス
ヘ
キ 

 
 

ハ
勿
論
若
シ
小
児
等
風
邪
ノ
心
地
ニ
シ
テ 

 
 

温
熱
ノ
気
差
シ
或
ハ
気
色
常
ナ
ラ
サ
ル
ト 

 
 

キ
ハ
直
ニ
医
師
ノ
診
療
ヲ
要
ス
ヘ
キ
旨
扱 

 
 

下
人
民
ヘ
達
方
可
取
計
此
旨
相
達
候
事 

 
 

 

明
治
十
八
年
七
月
廿
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

鮎
貝
村
外
四
ケ
村 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

戸 

長 

役 

場 
 

 
 

鮎
貝
村
捴
代
人 

 
 

 
 

鈴 

木 

七
十
郎 

殿 
 

 
 

仝 

大
組
頭 

 
 

 
 

 
 

 

御
中 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

こ
の
達
し
に
よ
る
と
、
如
何
に
細
部
に
わ

た
っ
て
注
意
を
喚
起
し
て
い
た
か
が
、
よ
く

窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

疱
瘡
も
ま
た
、
流
行
病
（
ハ
ヤ
リ
ヤ
マ
イ
）

と
し
て
恐
れ
ら
れ
て
い
た
。
鮎
貝
八
幡
神
社

社
務
所
裏
に
、
本
庄
家
で
祀
っ
て
い
た
疱
瘡

鮎
貝
村

文 

書
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神
と
言
わ
れ
る
小
祠
が
あ
る
よ
う
に
、
当
地
に
も
以
前
は
か
な
り
流
行
し
て
い
た
時

が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
こ
そ
上
杉
藩
で
も
、
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
十

一
月
に
「
種
痘
之
命
」
な
る
も
の
を
出
し
て
い
る
。 

  
 

今
年
疱
瘡
流
行
之
処
置
方
悪
敷
相
成
あ
や
ま
ち
有
之
由
被
聞
召
御
痛
被
思
召
候
然
処 

 
 

近
来
う
へ
疱
瘡
い
た
し
候
得
は
の
が
れ
候
由
に
付
別
紙
之
面
々
之
右
懸
り
被
仰
付
候 

 
 

間
疱
瘡
前
之
者
う
へ
候
而

其
禍
を
免
れ
候
様
被
仰
出
候
事 

 
 

 

十
一
月 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

種
痘
懸 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

外
様
法
体 

 

三 

瀦 

白 

圭 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

堀 

内 

忠 

亮 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

伊 

東 

昇 

迪 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

矢
尾
板 

道 

迪 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

同 

外
科 

 

太 

宰 

恵 

迪 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

山 

口 

竜 

玄 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

吾 

妻 

寿 

庵 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

近
郷
懸
り 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

町
医
師 

鈴 

木 

宗 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

近 
 

 

玄 

庵 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

別
紙
之
通
被
仰
出
候
間
得
其
意
下
々
迄
可
申
付
候 

 
 

 

  

こ
れ
は
疱
瘡
に
は
、
「
う
え
疱
瘡
」
が
効
く
か
ら
、
ま
だ
疱
瘡
に
罹
患
し
て
い
な
い
者
は
、
早
く
係
り
医
師
の
所
の
行
っ
て
う
え

て
も
ら
う
よ
う
に
と
い
う
達
し
で
あ
る
。
ジ
ェ
ン
ナ
ー
の
種
痘
法
が
初
め
て
日
本
に
紹
介
さ
れ
た
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
の
、
六

『
山
形
県
史
』
資
料
篇
４

「
御
条
目
留
帳
及
令
達
留
」
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年
後
の
達
し
で
あ
る
。 

 
明
治
に
入
っ
て
か
ら
は
、
種
痘
医
は
各
町
村
一
名
ず
つ
郡
役
所
よ
り
任
命
さ
れ
て
い
る
。
明
治
二
十
三
年
二
月
開
会
の
、
蚕
桑
村

会
に
於
け
る
報
告
書 

 
 

 

に
よ
る
と
、
横
田
尻
の
芳
賀
中
一
が
種
痘
医
に
任
命
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
村
会
の
際
、
種
痘
医
・

村
医
の
手
当
三
円
は
安
過
ぎ
る
か
ら
、
五
円
に
す
べ
き
だ
と
い
う
提
案
が
な
さ
れ
て
い
る
。 

  
 

（
三
番
議
員
） 

 
 

疫
神
除
元
三
大
師
ト
カ
云
フ
モ
ノ
ヘ
モ
戸
毎
ニ
五
厘
七
厘
ノ
初
尾

（
マ
マ
）

ヲ
上
ケ
ル
ハ
人
情
ナ
ル
ニ
マ
シ
テ
村
医
ト
ナ
ッ
テ
五
百
戸
以
上
モ
保
護

シ
ア
ル
モ
ノ
ナ
レ
ハ
元
山

（
マ
マ
）

大
師
ノ
比
ニ
ア
ラ
サ
ル
ヘ
シ
依
テ
一
戸
壱
銭
位
ハ
余
計
デ
モ
ア
ル
マ
イ
ト
考
ヘ
ル 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 

元
三
大
師
の
お
札
は
、
こ
の
後
も
民
間
に
根
強
く
残
り
、
農
家
の
入
口
に
貼
ら
れ
て
い
た
。
医
者
代
は
高
い
も
の
と
考
え
て
い
た

人
が
多
か
っ
た
か
ら
、
こ
う
し
た
俗
信
に
頼
る
の
も
や
む
を
得
な
い
こ
と
か
も
知
れ
な
い
。 

 

医
学
の
進
歩
並
び
に
伝
染
病
対
策
の
普
及
に
よ
り
、
遂
年
伝
染
病
患
者
が
少
な
く
な
り
、
病
気
の
種
類
も
変
っ
て
き
た
。
近
年
で

は
コ
レ
ラ
、
疱
瘡
な
ど
は
殆
ど
発
生
し
て
い
な
い
が
、

逆
に
赤
痢
な
ど
は
患
者
数
も
多
く
な
り
、
し
か
も
年

間
通
し
て
発
生
を
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。
第

116
表
は
、

大
正
元
年
か
ら
昭
和
四
十
五
年
ま
で
の
、
山
形
県
下

の
赤
痢
患
者
数
で
あ
る
。 

 

蚕
桑
村 

文 

書 

萩
野
村

文 

書
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伝

染

病

防

除

対

策

 

こ
の
表
よ
り
明
ら
か
な
よ
う
に
、
第
二
次
大
戦
後
か
ら
急
激
に
増
加
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
戦
前
と
比
較
し
て
食
生
活
が
変
っ
た

こ
と
、
検
査
技
術
が
格
段
に
進
歩
し
た
の
で
、
た
や
す
く
発
見
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
に
も
起
因
す
る
。
こ
れ
を
長
井
保

健
所
管
内
及
び
白
鷹
町
に
つ
い
て
見
る
と
、
次
の
よ
う
で
あ
る
（
第

117
・

118
・

119
表
）
。 

 
 

 

⑴ 
避 

病 

院 

開 

設 

伝
染
病
に
生
命
を
奪
わ
れ
る
率
の
高
か
っ
た
頃
の
、
伝
染
病
に
対
す
る
恐
怖
心
は
、
現
在
の
人
た
ち
に
は
想
像

も
つ
か
な
い
も
の
だ
っ
た
ら
し
い
。
従
っ
て
、
患
者
が
発
生
す
れ
ば
、
何
は
と
も
あ
れ
ま
ず
隔
離
し
た
。
隔
離

病
舎
、
つ
ま
り
避
病
院
を
開
設
す
る
わ
け
で
あ
る
。 

 

初
期
の
伝
染
病
避
病
院
は
、
そ
う
大
規
模
な
も
の
で
は
な
く
、
明
治
三
十
三
年
三
月
の
滝
野
の
避
病
院
は
、
桁
行
八
間
、
梁
間
二

間
半
で
約
二
〇
坪
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
十
王
村
の
も
の
は
、
木
羽
葺
平
屋
造
の
、
間
口
二
間
四
尺
、
奥
行
九
間
半
で
、
建

坪
二
五
坪
三
合
の
も
の
一
棟
、
間
口
二
間
半
、
奥
行
六
間
、
建
坪
一
五
坪
の
も
の
一
棟
、
そ
れ
に
一
坪
に
満
た
な
い
便
所
が
付
い
て

い
る
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
建
物
は
粗
末
で
も
、
伝
染
病
が
流
行
す
れ
ば
直
ぐ
使
え
る
よ
う
に
管
理
し
て
お
く
こ
と
も
大
切

で
あ
っ
た
か
ら
、
病
院
管
理
の
責
任
を
も
つ
町
村
役
場
は
、
郡
役
所
や
担
当
区
長
と
連
絡
を
と
っ
て
万
全
を
期
し
て
い
た
。
次
の
資

料
は
、
白
鷹
村
役
場
よ
り
萩
野
区
長
宛
の
通
達
で
あ
る
。 

  
 

 

明
治
四
十
一
年
六
月
一
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

白
鷹
村
役
場 

 
 

 
 

萩
野
区
長 

安 

部 

四
右
衛
門 

殿 
 

 

左
記
之
通
郡
役
所
ヨ
リ
通
牒
相
成
候
ニ
付
準
備
相
成
候
様
御
取
計
相
成
度
候
也 

 
 

 

発
一
第
三
八
二
号 

 
 

 
 

五
月
三
十
日 

 
 

伝
染
病
隔
離
病
舎
ハ
常
ニ
掃
除
修
理
シ
何
時
開
設
ス
ル
モ
差
支
ナ
キ
様
諸
般
ノ
準
備
ヲ
為
ス
ヘ
キ
ヲ
往
々
管
理
ヲ
怠
ル
向
有
之
候
条
此
際
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不
都
合
無
之
様
準
備
相
成
度 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

こ
う
し
て
、
態
勢
は
と
っ
て
い
て
も
、
い
ざ
病
気
発
生
と
な
る
と
、
そ
こ
で
働
く
人
の
苦
労
は
た
い
へ
ん
な
も
の
が
あ
っ
た
。
ま

し
て
伝
染
病
避
病
院
で
あ
る
か
ら
、
従
業
員
の
感
染
も
あ
り
得
る
。
十
王
村
文
書
中
に
、
次
の
よ
う
な
「
十
王
村
伝
染
病
予
防
救
治

ニ
従
事
ス
ル
者
ノ
手
当
金
支
給
条
例
」
が
あ
る
。 

  
 

 
 

 

十
王
村
伝
染
病
予
防
救
治
ニ
従
事
ス
ル
者
ノ
手
当
金
支
給
条
例 

 
 

第
一
条 

本
村
ニ
於
テ
伝
染
病
予
防
救
治
ニ
従
事
ス
ル
モ
ノ
公
務
ニ
依
リ
病
毒
ニ
感
染
シ
又
ハ
之
ニ
基
因
シ
テ
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
本
条

例
ノ
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
手
当
金
ヲ
支
給
ス 

 
 

第
二
条 

手
当
金
ハ
左
ノ
四
種
ト
ス 

 
 

 
 

㈠
療
治
科 

㈡
給
助
料 
㈢
吊
祭
料 

㈣
遺
族
扶
助
料 

 
 

第
三
条 

病
毒
ニ
感
染
シ
タ
ル
者
ニ
ハ
療
治
料
ヲ
給
ス
感
染
者
治
癒
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
給
助
料
ヲ
給
シ
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
遺
族
ニ
吊
祭

料
ヲ
給
シ
死
亡
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
遺
族
ニ
吊
祭
料
及
遺
族
扶
助
料
ヲ
給
シ
遺
族
ナ
キ
ト
キ
ハ
葬
儀
ヲ
行
フ
者
ニ
吊
祭
料
ヲ
給
ス
遺
族
中

遺
族
扶
助
料
ヲ
受
ク
ベ
キ
順
位
ハ
明
治
二
十
三
年
法
律
第
四
十
四
号
官
吏
遺
族
扶
助
法
ノ
例
ニ
依
ル 

 
 

第
四
条 

療
治
料
給
助
料
吊
祭
料
遺
族
扶
助
料
ハ
村
会
ノ
決
議
ヲ
経
テ
別
表
ノ
範
囲
ニ
依
リ
一
時
之
ヲ
給
ス
療
治
料
ハ
本
村
ニ
於
テ
感
染

者
ヲ
治
療
シ
タ
ル
ト
キ
ハ
之
ヲ
給
セ
ス 

 
 

第
五
条 

本
村
吏
員
ニ
シ
テ
事
務
員
ヲ
兼
ネ
タ
ル
ト
キ
ハ
其
ノ
本
職
ノ
額
ヲ
給
シ
予
防
委
員
タ
ル
医
師
ニ
ハ
予
防
委
員
ノ
額
ヲ
給
ス 

  

幸
い
、
伝
染
病
治
療
に
当
っ
た
人
が
感
染
死
亡
と
い
う
事
故
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
入
院
患
者
発
生
の
都
度
往
診
す
る
医

師
も
苦
労
が
多
か
っ
た
。
当
時
、
伝
染
病
患
者
と
診
断
さ
れ
る
こ
と
を
嫌
い
、
少
々
の
病
状
は
隠
蔽
し
よ
う
と
す
る
傾
向
も
強
か
っ

た
の
で
、
役
場
、
医
師
当
局
者
は
そ
の
啓
蒙
に
も
気
を
配
ら
ね
ば
な
ら
ず
、
目
に
見
え
な
い
苦
労
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

し
か
し
、
昭
和
二
十
年
代
ま
で
は
流
水
を
日
常
生
活
に
利
用
し
て
い
た
当
地
方
で
あ
る
か
ら
、
腸
チ
フ
ス
の
よ
う
な
経
口
伝
染
病
は
、

一
度
発
生
す
れ
ば
水
路
添
い
に
蔓
延
の
危
険
が
あ
っ
た
。
事
実
、
何
回
と
な
く
発
生
し
、
そ
の
度
毎
に
幾
人
も
の
患
者
が
芋
蔓
式
に

萩
野
村

文 

書
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避
病
院
に
運
び
込
ま
れ
行
っ
た
。
患
者
は
、

戸
板
の
よ
う
な
も
の
に
乗
せ
ら
れ
、
親
類
縁

者
の
手
を
借
り
て
運
ば
れ
た
。
病
院
で
の
生

活
に
つ
い
て
体
験
者
は
、
次
の
よ
う
に
語
っ

て
い
る
。 

 
 

 
 

あ
れ
は
大
正
十
一
年
の
年
だ
っ
た
な
。 

 
 

腸
チ
フ
ス
に
罹
っ
て
よ
。
親
族
衆
に
た
す
け 

 
 

て
も
ら
っ
て
運
ば
れ
た
な
よ
。
八
畳
間
二
つ 

 
 

位
の
ど
こ
ぶ
っ
通
し
に
し
て
、
そ
こ
さ
六
、 

 
 

七
人
入
っ
た
な
。
食
事
は
作
っ
て
も
ら
っ
て 

 
 

よ
。
病
人
だ
も
の
、
炊
事
な
ど
で
き
な
い
が 

 
 

ら
。
勿
論
家
の
人
も
入
ら
れ
な
い
ご
で
。
う 

 
 

ん
、
扱
い
人
か
？
多
分
村
で
雇
っ
た
人
で
な 

 
 

い
か
な
、
二
、
三
人
女
の
人
が
い
て
、
食
事 

 
 

や
ら
身
の
廻
り
の
世
話
し
て
く
れ
た
な
。
そ
の
人
は
普
段
は
家
で
仕
事
し
て
い
て
、
患
者
が
発
生
す
人
る
と
頼
ま
れ
て
、
病
院
に
来
る
な 

 
 

で
あ
っ
た
な
。
う
ん
、
扱
い
人
も
た
い
へ
ん
だ
っ
た
ご
で
。 

 
 

一
番
い
や
な
思
い
は
何
と
言
っ
て
も
死
人
が
出
た
時
だ
っ
た
な
。
直
ぐ
そ
の
場
で
入
棺
し
て
ネ
コ
ミ
ネ
（
注
、
地
名
）
さ
運
ん
で
火
葬
す 

 
 

る
わ
け
だ
。
そ
れ
見
て
る
の
は
い
や
だ
っ
た
な
。
そ
の
せ
い
だ
べ
な
。
快
く
な
っ
た
後
も
、
ネ
コ
ミ
ネ
通
る
な
い
や
で
な
。
気
持
悪
く
て 

 
 

よ
。
ほ
だ
、
ほ
だ
。
火
葬
し
ん
な
は
伝
染
病
で
死
ん
だ
人
ば
り
だ
も
の
。
普
通
の
人
は
皆
土
葬
だ
っ
た
か
ら
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

避
病
院
当
時
の
医
療
費
は
一
切
町
村
負
担
で
、
こ
の
話
者
の
語
る
通
り
、
患
者
発
生
に
応
じ
て
看
護
人
を
村
で
雇
い
入
れ
た
。
勿

十
王
、
志
鎌

実
三
郎
氏
談
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論
正
式
の
看
護
婦
で
は
な
く
、
一
般
の
主
婦
で
あ
る
。
た
だ
、
講
習
会
な
ど
に
派
遣
し
て
看
護
人
と
し
て
養
成
し
て
い
た
様
で
あ
る
。 

 
避
病
院
経
営
も
、
な
か
な
か
た
い
へ
ん
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
各
町
村
の
共
同
経
営
に
移
り
、
大
正
十
三
、
四
年
よ
り
、
荒
砥
町
・

東
根
村
・
白
鷹
村
・
十
王
村
の
一
町
三
ケ
村
は
、
荒
砥
町
他
三
ケ
村
伝
染
病
院
組
合
を
組
織
し
、
病
院
を
貝
生
川
辺
（
旧
五
十
嵐
医

院
）
に
建
て
、
避
病
院
の
共
同
経
営
に
乗
り
出
し
た
。
昭
和
八
年
五
月
二
十
四
日
、
名
称
を
荒
砥
共
済
病
院
と
改
称
、
火
葬
場
も
経

営
し
た
。 

 

荒

砥

町

役
場

文

書
に
よ

れ

ば

、

共
同

経

営
の
場
合

、

そ
の

費

用
は

各
町

村
に

一
定

割

合
で

賦

課
し
て

あ
り

、

荒

砥
共
済

病

院
に

つ

い
て

は
、
荒
砥
町
四
、
東
根
村
三

、
白

鷹
村
二

、

十
王

村
一
の
割
合
で

あ

っ
た

。

た
だ
し

、
伝

染
病

患

者

入

院
の

た

め
に
要

し

た

費
用
は

、
患

者
が

発

生

し
た

町

村
負
担
と

し
て

い
た
。 

 

こ

う

し

た
形
態
は

、
鮎

貝
・

蚕

桑
地
区

も

同
様
で

、

現

在

の

鮎

貝

駅
前

新

野

医
院
は

共
同
避
病

院
で
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あ
っ
た
。
昭
和
二
十
八
年
六
月
、
避
病
院
共
同
経
営
の
形
は
本
郡
全
体
に
拡
が
り
、
長
井
町
・
長
井
村
・
西
根
村
・
蚕
桑
村
・
鮎
貝

村
・
荒
砥
町
・
十
王
村
・
白
鷹
村
・
東
根
村
・
平
野
村
・
豊
田
村
・
豊
原
村
・
添
川
村
・
豊
川
村
・
伊
佐
沢
村
の
二
町
一
三
ケ
村
は
、

西
置
賜
郡
伝
染
病
院
組
合
を
設
置
し
、
長
井
公
立
病
院
内
に
隔
離
病
棟
が
新
設
さ
れ
、
進
歩
し
た
現
代
医
学
の
も
と
で
治
療
を
施
す

こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
経
費
は
規
約
に
よ
り
詳
細
に
規
定
し
、
平
等
割
・
資
力
・
人
口
比
例
な
ど
を
加
味
し
た
方
法
で
、
各
町
村
に

分
賦
さ
れ
て
い
る
（
第

121
表
）
。
こ
れ
に
よ
り
、
荒
砥
共
済
病
院
組
合
は
、
昭
和
二
十
九
年
九
月
解
散
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

⑵ 

予 

防 

体 

制 

 
 

❶
衛
生
検
査 

 

伝
染
病
の
恐
ろ
し
さ
を
思
え
ば
思
う
程
、
そ
の
予
防
の
重
要
性
が
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。
国
も
又
そ
の
予
防
に
力
を
入
れ
、
生
活
環

境
を
良
く
す
る
た
め
清
潔
法
を
公
布
し
、
春
秋
二
回
の
大
掃
除
を
義
務
づ
け
た
。
公
布
当
時
は
警
察
署
の
管
轄
で
あ
っ
た
か
ら
、
警

察
署
員
が
戸
毎
に
巡
回
検
査
し
、
検
査
合
格
の
家
に
は
検
査
済
の
証
紙
を
貼
っ
て
い
っ
た
。
特
に
春
の
検
査
が
厳
し
か
っ
た
の
で
、

四
月
下
旬
か
ら
五
月
初
め
の
晴
れ
た
日
は
、
何
処
の
家
で
も
大
掃
除
で
、
障
子
を
は
ず
し
、
畳
を
は
が
し
て
埃
を
は
た
く
音
が
に
ぎ

や
か
に
聞
こ
え
た
。 

 

衛
生
検
査
は
明
治
初
期
か
ら
実
施
し
て
い
た
様
で
、
次
の
よ
う
な
通
達
が
出
て
い
る
。 

  
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

各 

村 

戸 

長 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

衛 

生 

委 

員 
 

 

最
早
雪
消
陽
気
発
達
之
候
ニ
モ
相
成
ニ
ツ
イ
テ
ハ
家
屋
内
外
ハ
勿
論
溝
渠
等
ヲ
掃
除
泥
浚
シ
空
気
及
ヒ
流
水
ノ
疎
通
ヲ
能
ク
シ
不
快
ノ
臭

気
ヲ
防
キ
各
自
健
康
ノ
害
ナ
キ
様
夫
々
注
意
可
致
此
旨
相
達
候
事 

 
 

 

明
治
十
四
年
五
月
四
日 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

西

置

賜

郡

役

所 
 

萩
野
村

文 

書
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こ
の
達
し
に
あ
る

衛
生
委
員
は
、

当
時
の
村
に
一
乃
至
二
名
が
選
挙
で

選
ば
れ
て

お
り
、
衛
生
面
を
担
当
し

て
い
た
が
、
各
村
毎
で
は
非
能
率
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
衛
生
委
員
組
合
を

結
成
し
て

い
る
。
組
合
傘
下
の
村
名

及
び
、
衛
生
委
員
名
は
第

122
表
の
通

り
で
あ
る
。 

 
 

❷
衛
生
組
合 

 

衛
生
面
担
当
の
組
織
と
し
て

は
、

前
記
衛
生
委
員
組
合
が
あ
っ
た
が
、
住
民
活
動
は
何
と
言
っ
て
も
そ
こ
に
住
む
村
民
一
人
一
人
が
参
加
し
な
け
れ
ば
効
果
は
薄
い
。

村
民
に
よ
る
衛
生
組
合
が
必
要
な
の
で
あ
る
。 

 

衛
生
組
合
の
組
織
に
つ
い
て
資
料
的
に
明
ら
か
な
も
の
に
、
白
鷹
村
大
字
萩
野
衛
生
組
合
が
あ
る
。
こ
の
組
合
の
規
約
は
、
明
治

二
十
三
年
十
月
に
制
定
さ
れ
て
届
け
出
を
し
て
い
る
が
、
後
、
白
鷹
村
各
字
毎
の
衛
生
組
合
と
同
一
規
約
に
纏
め
ら
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
。
以
下
、
届
け
出
さ
れ
た
萩
野
衛
生
組
の
規
約
を
転
記
す
る
。 

  
 

 
 

 

白
鷹
村
大
字
萩
野
衛
生
組
合
規
約
書 

 
 

 

伝
染
病
予
防
ノ
為
メ
一
大
字
ヲ
四
組
ニ
分
割
シ
壱
組
内
ニ
衛
生
組
頭
一
名
ヲ
撰
定
シ
規
約
ヲ
設
ケ
タ
ル
左
ノ
如
シ 

 
 

第

壱

条 

家
宅
郊
内
ハ
不
潔
ナ
キ
様
日
毎
ニ
掃
除
ス
ル
コ
ト 
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第

弐

条 

浴
室
ヲ
清
浄
ニ
シ
両
便
所
及
流
シ
尻
リ
溝
渠
芥
溜
等
ノ
掃
除
ヲ
怠
ル
ベ
カ
ラ
ス 

 
 

第

三

条 

瀦
水
濁
水
ハ
不
潔
ナ
ル
ヲ
以
テ
飲
料
ヲ
禁
ス
仮
令
清
水
氷
雪
ト
雖
モ
渇
ニ
乗
シ
テ
頓
服
シ
且
ツ
多
ク
飲
ム
可
カ
ラ
ス 

 
 

第

四

条 

臭
気
ノ
放
ル
魚
類
ヲ
禁
シ
日
常
ノ
飲
食
物
ト
雖
モ
過
飲
過
食
セ
ザ
ル
コ
ト 

 
 

第

五

条 

瓜
西
瓜
其
他
水
菓
子
類
ニ
注
意
シ
殊
ニ
未
熟
ナ
ル
者
禁
止
ス
ヘ
シ 

 
 

第

六

条 

汗
及
垢
染
タ
ル
衣
裳
ハ
洗
濯
シ
且
ツ
湿
シ
タ
ル
衣
裳
ヲ
着
用
ス
可
ラ
ス 

 
 

第

七

条 
有
毒
地
方
ヨ
リ
輸
ル
所
ノ
諸
品
及
書
状
ノ
如
キ
モ
一
定
消
毒
法
ヲ
怠
ル
可
カ
ラ
ス 

 
 

第

八

条 
伝
染
病
ニ
類
ス
ル
病
ニ
罹
リ
タ
ル
モ
ノ
ア
ル
ト
キ
ハ
直
チ
ニ
組
頭
ヘ
急
報
シ
医
師
の
治
療
ヲ
請
フ
コ
ト 

 
 

第

九

条 

避
病
院
ノ
位
置
ハ
三
千
弐
拾
八
番
地
ト
定
メ
置
ク
事 

 
 

第

十

条 

死
屍
焼
場
排
泄
物
焼
棄
埋
却
場
ハ
三
千
弐
拾
七
番
地
ト
相
定
ム 

 
 

第

十

一

条 

運
搬
人
夫
ノ
員
数
ハ
仮
ニ
四
人
ト
定
ム 

 
 

第

十

二

条 

看
護
人
の
員
数
ハ
仮
ニ
三
人
ト
定
ム 

 
 

第

十

三

条 

伝
染
病
ア
ル
地
ヨ
リ
来
人
若
ク
ハ
帰
来
ス
ル
者
ア
ル
家
ニ
ハ
殊
更
ニ
注
意
ヲ
為
ス
コ
ト 

 
 

第

十

四

条 

組
合
ニ
於
テ
前
条
ヲ
相
定
ム
ル
規
約
ヲ
違
背
シ
タ
ル
者
ハ
五
銭
以
上
五
拾
銭
以
下
ノ
違
約
金
ヲ
処
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

 
 

第

十

五

条 

衛
生
組
頭
ハ
前
条
ニ
定
ム
ル
規
約
ヲ
管
理
ス
ル
事 

 
 

 

右
之
条
々
堅
ク
相
守
ル
ヘ
キ
事 

 
 

右
之
通
り
組
織
仕
候
間
此
段
御
届
申
上
候
也 

 
 

 

明
治
廿
三
年
十
月 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

白
鷹
村
大
字
萩
野
壱
番
組 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

紺 

野 

長
兵
衛 

㊞ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 

弐
番
組 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

竹 

田 
 

 

吉 

㊞ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 

三
番
組 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

安 

部
四
右
衛
門 

㊞ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

同 

四
番
組 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

守 

谷 

吉
衛
門 
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白
鷹
村
長 

人 

見 

其 

次 

殿 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

萩
野
村 

文 

書 
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こ
の
規
約
は
見
る
通
り
、
体
裁
的
に
は
立
派
と
は
言
え
ず
、
衛
生
上
の
注
意
書
の
よ
う
で
あ
る
が
、
逆
に
ま
た
、
そ
う
し
た
稚
拙

さ
の
中
に
、
自
分
た
ち
で
考
え
、
作
り
あ
げ
よ
う
と
し
た
意
欲
と
、
最
も
切
実
な
要
望
と
が
汲
み
と
れ
る
。
さ
き
に
も
述
べ
た
通
り
、

こ
の
規
約
は
整
備
さ
れ
、
萩
野
・
滝
野
・
中
山
各
組
合
共
通
の
も
の
と
な
っ
た
ら
し
く
、
新
し
い
規
約
に
は
地
名
、
事
務
所
番
地
の

み
書
き
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
新
規
約
の
中
か
ら
、
重
要
条
項
の
み
抜
粋
し
て
お
く
。 

  
 

 
 

 

衛
生
組
合
規
則
（
抜
粋
） 

 
 

第
一
条 

衛
生
組
合
ハ
隣
保
相
戒
メ
清
潔
方
法
消
毒
方
法
其
他
伝
染
病
ノ
予
防
救
治
ニ
関
ス
ル
事
項
ヲ
協
同
施
行
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト
ス 

 
 

第
三
条 

区
域
内
ノ
住
民
ハ
其
組
合
員
ト
ス 

 
 

第
五
条 

衛
生
組
合
ノ
規
約
ハ
村
長
ノ
許
可
ヲ
受
ク
ル
モ
ノ
ト
ス
其
変
更
ヲ
要
ス
ル
ト
キ
亦
同
じ 

 
 

第
八
条 

役
員
ノ
選
挙
ハ
組
合
員
ノ
互
選
ト
ス
任
期
ハ
満
四
年
ト
ス
但
シ
満
二
十
五
年
未
満
ノ
男
子
女
子
ハ
役
員
ト
ナ
ル
コ
ト
ヲ
得
ス 

 

 

衛
生
組
合
の
活
動
成
果
は
規
約
で
定
ま
る
も
の
で
は
勿
論
な
い
が
、
こ
う
し
た
規
約
の

整
備
に
よ
り
、
住
民
の
衛
生
面
に
対
す
る
認
識
が
高
ま
っ
た
の
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か

し
、
科
学
的
な
知
識
水
準
の
低
さ
も
あ
り
、
本
当
の
意
味
で
の
衛
生
組
合
活
動
が
始
ま
っ

た
の
は
、
第
二
次
大
戦
後
の
昭
和
二
十
一
年
以
後
で
あ
る
。
敗
戦
と
い
う
貴
重
な
体
験
を

通
し
て
、
衛
生
面
が
真
剣
に
見
直
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
婦
人
会
を
中
心
と
し
た

新
生
活
運
動
は
、
私
達
の
周
囲
か
ら
蚊
や
蠅
を
駆
除
し
よ
う
と
い
う
地
味
な
が
ら
重
要
な

活
動
が
展
開
さ
れ
、
周
期
的
に
蠅
駆
除
の
消
毒
が
実
行
に
移
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
活
動
に

対
し
各
町
村
が
全
面
的
に
協
力
し
、
指
導
し
た
こ
と
は
勿
論
で
、
消
毒
薬
な
ど
の
経
費
一

切
を
負
担
し
た
。 

前
掲 

文
書 
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し
か
し
、
問
題
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
婦
人
会
が
ど
の

よ
う
に
一
生
懸
命
に
な
っ
て
も
、
力
が
及
ば
な
い
面
も
あ
っ
た
。

例
え
ば
蠅
駆
除
一
つ
と
っ
て
み
て
も
、
一
斉
に
実
施
し
、
蠅
の
発

生
し
易
い
場
所
全
部
を
消
毒
し
な
け
れ
ば
効
果
は
半
減
す
る
。
し

か
し
、
忙
し
さ
か
ら
つ
い
消
毒
を
延
期
し
た
り
、
手
を
省
い
た
り

す
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
担
当
者
を
落
胆
さ
せ
た
。
そ
う
し
た
中
か

ら
、
こ
の
運
動
を
真
に
効
果
的
な
も
の
に
す
る
に
は
地
域
ぐ
る
み
、

町
ぐ
る
み
で
実
施
し
な
け
れ
ば
駄
目
だ
と
い
う
認
識
が
強
ま
っ
た
。

こ
う
し
て
誕
生
し
た
の
が
衛
生
組
合
で
あ
る
。 

 

衛
生
組
合
は
、
各
地
区
町
内
毎
に
組
織
さ
れ
た
。
町
内
長
が
組

合
長
に
な
り
、
そ
の
区
域
の
衛
生
業
務
を
担
当
し
た
。
行
政
区
毎

の
組
織
に
な
っ
て
、
効
果
は
目
に
見
え
て
上
昇
し
た
。 

 

衛
生
組
合
活
動
は
昭
和
四
十
一
年
連
合
会
が
組
織
さ
れ
、
白
鷹
町
一
本
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
更
に
効
果
的
に
な
り
、
結
核
検
診

に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
初
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
台
で
あ
っ
た
受
診
率
が
、
現
在
九
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
大
巾
上
昇
を
示
す
に
至
っ
て
い

る
。
第

73
図
及
び
第

123
表
は
、
衛
生
組
合
連
合
会
の
組
織
と
主
要
事
業
内
容
で
あ
る
。 

 

こ
の
衛
生
組
合
の
活
動
資
金
の
大
部
分
は
、
各
戸
負
担
に
よ
っ
た
こ
と
も
特
徴
の
一
つ
で
、
そ
れ
に
よ
っ
て
衛
生
思
想
の
普
及
定

着
化
が
促
進
さ
れ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
町
予
算
か
ら
も
補
助
金
が
交
付
さ
れ
、
こ
の
活
動
に
対
す
る
援
助
が
な
さ
れ
て
き
た
。 


